
東北地方太平洋沖地震の対応について②
平成23年度施政方針と予算⑧
平成23年度町職員人事⑭
役場各課・係業務のごあんない⑰
白鷹町住宅需要拡大促進事業⑲
犬の飼い主のみなさんへ㉑
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　　白鷹町のみなさんありがとう　　―　東北地方太平洋沖地震避難者からの贈り物　―
　町は、３月17日から避難所を設置し、主に福島県の被災者を受け入れました。なかなか状況が改善しない中、朝夕の炊き

出しや町民皆さんからの支援に対し、写真のようなメッセージや寄せ書きなどの心温まるプレゼントをいただきました。

　今後も、私たちに何ができるかを考え行動しなければならないと思いました。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
�
対
応
�
�
�
�

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
頃
に
三
陸
沖
で
発
生
し
た
国
内
観
測
史
上

最
大
規
模
の
地
震
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
に
よ
る
被
害
は
、
依

然
と
し
て
全
体
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
犠
牲
者
お
よ
び
行
方
不
明
者

の
数
が
増
え
、
物
的
被
害
の
状
況

も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
そ
の
状
況
は
想
像
を
は

る
か
に
超
え
、
心
痛
を
増
す
ば
か

り
で
す
。
さ
ら
に
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
の
事
故
も
追
い

打
ち
を
か
け
、
広
い
地
域
に
影
響

が
で
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
も
な
く
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
も
最
小

限
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
震
発
生

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
は
、
本
町
の
農
産
物
の
う
ち
「
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
と
「
原
乳
」
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
暫
定
規
制
値
を
下
回
っ
て
お
り
安
全
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
水
道
水
は
津
島
台
浄
水
場
で
検
査
し
た

ほ
か
、
山
形
市
と
米
沢
市
の
水
道
で
定
期
的
に
検
査
さ
れ
て
お
り
、
原

子
力
安
全
委
員
会
が
定
め
た
指
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
健
康

に
影
響
が
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
で
日
常
生
活
で
特
別
の
措
置
を
と

る
必
要
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
、
正
し
い
情
報
を
的
確
に
集
め
、
町
民
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な

生
活
の
確
保
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
者
の
状
況

気
仙
沼
市
�
の
支
援

町
内
の
状
況

原
発
事
故
の
影
響

　

町
で
は
、
被
災
地
支
援
と
し
て
震
災
の
影
響
を
受
け
た
避
難
者
の
た

め
に
、
３
月
17
日
か
ら
町
内
４
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
、
最
大
83
人

の
か
た
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
町
内
の
親
戚
宅
な
ど
に
50
数
人

の
か
た
が
避
難
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
県
と
も
連
携
し
長
期
的
な

受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
避
難
さ
れ
て
来
ら
れ
る
か
た
の
立

場
に
立
っ
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
毛
布
や
白

米
な
ど
多
く
の
物
資
を
提
供
い
た
だ
き
、
救
援
物
資
と
し
て
２
回
（
３

月
16
日
、23
日
）届
け
、４
月
６
日

に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
下
着
な
ど

の
物
資
に
加
え
、
３
月
30
日
ま
で

に
集
ま
っ
た
義
援
金
と
町
か
ら

の
見
舞
金
を
届
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
現
地
で
は
依
然
、
飲

料
水
の
確
保
が
難
し
い
地
域
が
あ

り
、
３
月
17
日
か
ら
給
水
車
と
町

職
員
及
び
白
鷹
町
水
道
工
事
組
合

各
社
の
職
員
を
交
代
で
派
遣
し
対

応
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
地
震
発
生

直
後
、町
長
を
本
部
長
と
す
る「
白

鷹
町
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
町
内
の
被
害
状
況
な
ど
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
人
的
被
害
な

ど
、
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
停
電
は
、
町
内
全
域
で
約

30
時
間
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
一
人
世
帯
を
対
象
に

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

設
置
し
、
消
防
団
に
よ
る
巡
回
も

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
流
の
停
滞
に
よ
り
燃

料
や
物
資
の
確
保
が
難
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。、
特
に
、

燃
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機

関
、
町
内
事
業
所
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
緊
急
車
両
を
は
じ
め
公
共

施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
を
優
先
に

確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
23
日
の
２
回
、
町
民
の

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

　

な
ど
を
、気
仙
沼
市
に
届
け
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
の
様
子（
役
場
）。

　

地
震
発
生
直
後
、
災
害
対
策
本
部
を

　

設
置
し
、町
内
の
被
害
状
況
を
確
認
。
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白
鷹
町
観
光
協
会
と
友
好
観
光
協
会
の
盟
約
を
結
ん
で
い
る
気
仙
沼
市
で
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町
で
は
、
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
友
好
都
市
気
仙

沼
市
支
援
本
部
」
を
設
置
し
、
被
災
地
支
援
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
義
援

金
及
び
支
援
物
資
の
受
け
付
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
善
意
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
芳
名
簿
に
記
入
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
。
）

※
順
不
同　

敬
称
略　

平
成
23
年
３
月
30
日
現
在

気
仙
沼
市
へ
の
義
援
金

（
合
計
金
額　

６
７
８
万
６
１
４
９
円
）

１
５
２
万
８
３
５
５
円

　

匿
名
希
望

70
万
円

○
㈱
ニ
ク
ニ
山
形
工
場

30
万
円

○
衣
袋
建
設
㈱　

五
風
会

24
万
２
９
７
６
円

○
蚕
桑
小
学
校
児
童
会

　

・
職
員
一
同

20
万
円

○
大
伸
建
設
㈱

15
万
円

○
東
横
田
尻
区

14
万
円

○
㈱
最
上
川
環
境
技
術
研
究
所

10
万
円

○
㈲
山
栄
測
量
設
計

○
㈲
ジ
ス
テ
ム

○
船
山
英
三
・
美
智

○
横
澤
禎
二

○
イ
ー
グ
ル
会

○
白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
ホ
ー
ク
ス
会

○
舩
山
泉

○
関
野
八
千
代

○
㈲
セ
イ
ノ
ヤ

○
鮎
貝
区

芳
賀
康
雄

芳
賀
悦
子

㈲
十
王
調
剤
薬
局

山
口
区

長
谷
川
貴
子

役
場
幸
矣
会

Ｙ
Ｓ
Ｋ
ベ
ニ
バ
ー
ズ

え
ん
ど
う
商
店

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
実
行
委
員
会

会
長　

加
藤
仁
美

東
中
３
年
部
会

樋
口
幸
一

小
口
守
夫

金
田
さ
た
ゑ

金
田
コ
ウ

片
山
雪
子

佐
藤
み
つ
ゑ

金
田
和
夫

佐
藤
康
夫

片
山
む
つ

影
山
静
子

菅
原
き
よ
子

菅
原
歩
美
・
沙
織

児
玉
美
穂
子

船
山
良
一

五
十
公
野
春
男

松
村
久
子

松
村
コ
ウ

菅
原
保
輝
ほ
か
４
名

中
川
・
照
井
・
小
谷
部
・

金
子
・
小
口
・
齋
藤

村
上
利
晴

鈴
木
浩
薫

金　

正
培

安
達
泰
助

田
宮　

修

庄
司
義
徳

丸
川
健
一

佐
藤
良
晴

遠
藤
一
廣

横
山
幸
司

加
藤
和
芳

安
部
九
郎

樋
口
利
雄

岡
部　

玲

樋
口
賢
次

大
滝
い
せ

新
野　

優

安
部
和
江

長
岡　

聡

橋
本
秀
和

大
滝
真
実

橋
本
達
也

大
友
ト
ミ
子

永
沢
照
美

菅　

直
美

安
達
と
め
の

川
部
盛
繁

小
口
榮
一

深
瀬
健

小
口
十
市

新
宮
和
子

向
田
宏
男

飯
澤
敏
弘

舟
山

原
田

村
上
美
空

小
口
美
津
子

佐
藤　

稔

平　

盛
和

相
田
和
一

菅
間
正
廣

菊
地
光
子

渋
谷
勝
次
郎

ア
ン
テ
ッ
ク
白
鷹

安
達
真
奈
弥

蚕
桑
第
一
町
内

役
員
一
同

菅
原
隆
行

髙
野　

清

髙
野
節
子

川
井
恵
美
子

今
野
ト
シ
子

照
井
ク
ニ

森　

勝
弘

梅
津
千
枝
子

梅
津
瑠
奈

樋
口
京
子

谷
口
仁
志

西
村
新
一

児
玉
さ
だ
子

岡
部
伸
一

岡
部
ト
シ

岡
部
秋
彦

岡
部
克
哉

岡
部
真
次

岡
部
和
子

小
谷
部
和
好

岡
田
祀
子

金
田
芳
男

関　

宏
道

菅　

庸
子

遠
藤
真
希

長
岡
源
弥

齋
藤
さ
だ
子

小
出　

稔

小
笠
原
亜
矢
子

梅
津
秀
明

大
滝
敏
広

工
藤
浩
子

飯
澤
と
よ

村
上
る
み
子

橋
本
彰
子

菅
原
良
教

丹
野
ち
ゑ

布
施
奈
津
美

小
野
麻
祐
子

鈴
木
由
紀
子

芳
賀
和
則

今
野
き
よ
子

板
垣
長
榮

小
林
文
広

金
子
孝
吉
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金
田
捷
夫

本
木
仲
一

豆
腐
谷
憲
始

鮎
貝
小
学
校

・
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

池
田
登
輝
彦

土
屋
と
も

菊
地
豊
宗

瑞
岩
寺
・
全
龍
院
・
梅
花
講

齋
藤
東
四
郎

海
野
久
子

ま
つ
の
し
ゅ
お
ん

や
ま
も
と
よ
し
み

小
谷
部
藤
一

髙
谷
誠
司

堀
江
孝
子

青
木
満
里
子

小
林
信
太
郎

す
が
い
も
も

髙
梨
幸
夫

髙
梨
み
さ

安
部
俊
宏

紺
野
眞
一

今
野
慶
作

川
部
征
子

遠
藤
啓
子

鈴
木
ゑ
つ
子

小
形
清
子

飯
澤
善
三

金
田
美
加

山
川
重
雄

山
川
桂
子

清
野
隆
博

小
口
市
郎

矢
萩
康
行

梅
津
八
郎

㈱
西
塚
管
工
事
店

役
場
職
員
一
同

安
部
和
江

梅
津
友
加

勝
見
隆
正

小
林
早
苗

木
口
恭
子

丸
川
秀
子

鈴
木
輝
美

竹
田
美
由
紀

布
川
美
栄
子

横
山
純
子

大
木
里
佳

長
岡
良
子

中
村
聡
美

東
高
玉
区
民
一
同

小
林
詩
乃

共
栄
建
運
㈱
従
業
員
一
同

十
王
老
人
ク
ラ
ブ

町
芸
術
文
化
協
会

け
ん
こ
う
教
室

手
塚
健
太
郎

髙
橋
長
一

伊
藤
利
久

石
川
光
正

沼
澤
芳
博

小
林
喜
久
雄

大
宮　

隆

渡
辺
弘
子

樋
口
正
子

向
田
容
子

梅
津
権
太
郎
・
ひ
ろ
子

梅
津　

勇
・
ヒ
サ

手
塚　

洋

児
玉
照
八

伊
藤
有
二

安
部
國
夫

熊
谷
せ
つ
子

竹
田
百
合
子

西
高
玉
区
民
一
同

大
木
重
人

鮎
貝
若
宮
八
幡
宮

氏
子
一
同

新
野
て
る
子

佐
藤
美
雪

白
鷹
ス
キ
ー
場従

業
員
一
同

鈴
木
友
彦

鈴
木
綾
子

鈴
木
真
衣

芳
賀
き
ち

大
宮
か
よ

安
部
き
み
子

佐
々
木
き
み
よ

菊
地
秀
憲

竹
田
謙
一

須
貝　

登

大
木
真
智
子

高
田
菜
央

五
十
嵐
麻
里
子

新
野
美
和
子

鎌
倉
裕
美

木
口
祐
里

田
中
由
美
子

布
施
と
も
子

棚
村　

薫

今
野
秀
一

今
野
悦
子

今
野
史
絵

安
部
敬
二

海
老
名
み
よ

小
関
陽
一

菅
原
綾
子

橋
本
こ
ず
え

小
形　

守

菅　

正
男

黒
澤
文
子

皆
川
清
彦

鈴
木
と
く
子

鈴
木
健
一

石
川
良
美

金
子
昭
一

髙
橋
克
範

佐
藤
良
一

神
保
達
夫

鈴
木
三
智
夫

原
田
吉
雄

樋
口
高
志

鈴
木
敏
子

村
山
良
子

小
林
香
菜

江
見
正
寿
・
浩
子

小
谷
部
健
一

村
上
伸
一

平　

啓
次

守
屋
研
一

大
場
作
太
郎

梅
津
秀
司

守
屋
幸
子

海
老
名
き
う

安
達
昭
七

海
老
名
靖
裕

細
谷
重
雄

十
王
婦
人
会

海
老
名
よ
し

守
谷
勝
助

間
野
良
昭

竹
田
隆
治

萩
野
婦
人
会

奥
山
ひ
ろ
美

紺
野
美
智
子

戸
借
花
子

横
山
二
男

守
谷
好
史

山
川
重
雄

小
林
宣
浩

菅　

勝

大
木
松
造

大
木
衛

田
中
成
型
加
工
所

衣
袋
仁
一

衣
袋
則
子

衣
袋
雄
大

笹
原
俊
一

笹
原
淳
一

笹
原
勇
二

岡
部
俊
一

㈲
梅
津
印
刷

青
木
信
之

㈲
睦
機
工

鈴
木
迅
一
郎

鈴
木
悦
子

鈴
木
き
よ

松
野
製
作
所

関　

真
奈
美

鈴
木
照
代

高
橋
か
お
り

小
松
洋
子

横
山
歩
卸

中
川
裕
子

佐
藤　

瞳

茂
木
春
美

高
橋
典
子

橋
本
明
美

金
田
紘
子

橋
本
直
美

小
林
祐
子

荘
子
美
紀

病
院
職
員
一
同

支
援
物
資

ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
㈱

相
田
和
一

青
木
藤
吉

青
木
葉
子

赤
間
哲
雄

赤
間
信
子

赤
間
泰
宏

味
代
乃
そ
ば

あ
す
な
ろ
薬
局

安
達
和
子
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安
達
幸
麿

安
達
次
男

安
達
真
奈
弥

安
達
泰
助

あ
ぶ
ら
や

安
部
克
子

安
部
き
み
子

安
部
く
の
子

安
部
富
美
子

阿
部
真
実

あ
ゆ
茶
屋

新
井
ふ
み
子

荒
砥
郵
便
局

飯
沢
啓
太

飯
沢
敏
弘

五
十
嵐
民
子

石
井
紀
嘉

石
井
良
一

石
川
栄
一

石
川
光
正

石
川
吉
雄

石
川
良
美

石
坂
邦
彦

五
十
公
野
愛
香

五
十
公
野
正
美

伊
藤
英
一

伊
藤
茂
生

伊
藤
周
次

伊
藤
利
久

伊
藤
政
栄

伊
東　

優

伊
藤
美
枝
子

伊
藤
康
男

伊
藤　

優

犬
飼
夏
雄

衣
袋
幸
治

衣
袋
庄
三
郎

衣
袋
道
子

植
木
健
司

植
木
孝
司

植
木
英
夫

牛
倉
政
憲

内
町
町
内

梅
津
悦
子

梅
津
喜
一

梅
津
清
子

梅
津
賢
次

梅
津
清
蔵

梅
津　

正

梅
津
た
ま

梅
津
千
枝
子

梅
村
和
江

漆
山
久
子

漆
山
正
四

エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た
か
㈱

江
口
信
利

榎
本
正
弘

え
び
な
菓
子
舗

遠
藤
啓
子

遠
藤
商
店

遠
藤
史
也

遠
藤
豊
松

遠
藤
奈
津
子

遠
藤
由
可
理

遠
藤
れ
い
子

遠
藤
和
道

大
泉

大
内
朋
子

大
江
勝
則

大
木
一
男

大
木
真
智
子

大
嶋　

勝

大
嶋
良
一

大
滝
栄
子

大
滝
高
一

大
滝
小
巻

大
瀧
勇
一

大
滝
久
芳

太
田
康
平

大
塚
広
昭

大
塚
広
子

大
沼　

昇

岡
崎

小
形
清
子

小
形　

清

小
形
茂
雄

小
形　

均

小
形
安
弘

小
形
勇
二
郎

岡
部
健
一
郎

岡
部
俊
一

岡
部
伸
一

岡
部　

正

岡
部　

仁

岡
部
吉
次

岡
部　

玲

岡
村
み
ゆ
き

小
川
英
子

小
川
幸
一

小
川
芳
巳

奥
山　

清

奥
山　

聡

奥
山
美
穂

尾
西
幸
子

カ
ク
キ
チ

覚
張
お
ら
ん

影
山
敬
一
郎

片
倉
栄
司

片
倉
健
一

片
山
善
雄

加
藤
晃
一

加
藤
正
行

金
子
昭
一

金
子
孝
吉

金
子
康
雄

金
子
よ
ね
子

金
田
か
お
り

金
田
佐
智
子

金
田　

肇

金
田
秀
子

金
田
眞
喜
子

金
田
康
秀

金
田
良
昭

神
林　

伸

川
部
慶
子

川
部
秋
一

川
村
正
亮

川
村
勝
喜

川
村
泰
也

菅　

昭
夫

菅　

貞
司

菅　

悟

菅
ス
ミ
子

菅　

忠
彦

菅　

徳
三

間
野
陽
子

菅　

久
義

菅　

幸
弘

菅　

好
昭

菊
地
隆
一

菊
地
光
子

岸　

廣
志

木
村
哲
哉

清
野
隆
博

き
ら
や
か
銀
行

荒
砥
支
店

工
藤　

仁

熊
谷
裕
治

熊
坂
勝
則

黒
澤
紘
一

黒
田
孝
二

黒
田
利
和

黒
田
直
樹

小
出
陽
一

小
口
十
市

小
口
浩
喜

小
口
正
義

小
口
祐
司

小
杉
も
り
子

小
関
綾
子

児
玉
さ
だ
子

児
玉
と
ら
お

▲中央公民館いこいの間にたくさんの支援物資をいただきました
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後
藤
邦
子

小
林
清
明

小
林
総
子

小
林
孝
子

小
林
信
子

小
林
久
雄

小
林　

裕

小
松
進
治

小
松
友
志
男

小
松　

昇

小
松
紀
雄

小
松
久
子

小
松
幹
雄

小
松
よ
し
子

小
谷
部
義
弥

今　

き
み

今　

俊
一
郎

今　

敏
夫

紺
野
伊
久
雄

紺
野
健
一

紺
野
幸
一

紺
野
時
子

紺
野
敏
彦

今
野
友
博

紺
野
信
吉

今
野
久
次

今
野
政
市

紺
野
善
美

今
ヨ
シ
ノ
リ

齋
藤
明
子

齋
藤　

章

齋
藤　

公

齋
藤
順
一

齋
藤
大
介

齋
藤
春
美

齋
藤
美
紀
子

齋
藤
ゆ
か
り

境
野
す
み
子

笹
原
孝
一

佐
竹
徳
蔵

佐
藤
エ
イ
ス
ケ

佐
藤
栄
助

佐
藤
え
つ
子

佐
藤
喜
久
雄

佐
藤
久
一

佐
藤
健
一

佐
藤
順
一

佐
藤
隆
将

佐
藤
美
智
代

佐
藤　

稔

佐
藤
保
雄

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

塩
地
源
治

渋
谷
郁
恵

渋
谷
茂
美

渋
谷
孝
子

渋
谷
藤
太

清
水
屋

シ
ャ
デ
ィ
サ
ラ
ダ
館

十
二
の
桜

庄
司
義
徳

し
ら
た
か
調
剤
薬
局

白
鷹
電
気
工
事
㈱

白
鷹
町
観
光
協
会

白
鷹
町
商
工
会

白
鷹
町
酪
農
組
合

菅
間
郁
男

菅
間
敏
子

菅
間
洋
子

菅
原
吉
子

菅
原
呉
服
店

菅
原
庄
一

菅
原
商
店

菅
原
保
明

菅
原　

勝

菅
原
満
仁

鈴
木
幸
吉

鈴
木
栄
裕

鈴
木
秀
喜

鈴
木
忠
宏

鈴
木
利
一
郎

鈴
木
利
男

鈴
木
友
彦

鈴
木
春
美

鈴
木
秀
昭

鈴
木　

弘

鈴
木　

博

鈴
木
浩
薫

鈴
木
幹
夫

鈴
木
ミ
ヨ

須
田　

瞳

す
み
や

関　

健
一

関　

朋
美

平　

タ
ケ
子

平　

ト
ヨ

平　

由
紀
子

髙
石
清
克

高
木
幸
二

高
木
清
吉

高
木
善
一

高
木
義
明

高
木
隆
一

高
砂
屋

高
忠
電
器

高
梨
み
さ

高
野
節
子

髙
橋
英
一

高
橋
佳
代

髙
橋
佳
代

髙
橋
耕
司

髙
橋
長
一

髙
橋
哲
雄

高
橋
直
子

高
橋
晴
美

髙
橋
美
智
恵

高
橋
み
ゆ
き

高
橋
康
子

高
山
耀
子

竹
田
久
次

竹
波
秀
次

鑪　

信
夫

棚
村
好
典

谷
口
仁
志

槌
谷
謙
滋
郎

槌
谷
孫
六

土
屋
克
彦

土
屋
恒
夫

土
屋
正
一

土
屋
美
恵

土
屋
義
男

土
屋
亮
助

手
塚
と
よ
子

照
井
一
博

照
井
ク
ニ

天
竜
利
勝

ど
り
い
む
農
園

と
り
た
ろ
う

長
岡
さ
と
み

中
川
紀
一
郎

中
川
健
一

中
川
修
一

中
川　

剛

中
川
宏
美

中
川
二
雄

中
川
洋
一

中
川
要
一

中
川
容
二

な
か
の
商
店

中
村
静
子

那
須
昌
市

㈱
ニ
イ
ノ

新
野　

厚

新
野
医
院

新
野
ひ
と
み

新
野
好
男

新
野
吉
彦

西
塚
伊
三

ぬ
ま
ざ
わ
菓
子
店

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ

サ
ー
ビ
ス
こ
ぐ
わ

の
ど
か
村

芳
賀　

章

芳
賀
き
ち

芳
賀
順
一

橋
本
佐
一

橋
本
四
郎

橋
本
満
弘

長
谷
部
い
ち

長
谷
部
恵
子

長
谷
部
博

馬
場　

誠

原
田
宇
兵
衛

原
田
利
明

原
田
善
一

パ
レ
ス
松
風

樋
口
京
子

樋
口
久
美
子

樋
口
し
げ
子

ひ
ぐ
ち
商
店

樋
口
太
一

樋
口
高
男

樋
口
敏
明

樋
口
利
夫

樋
口
由
美
子

蹄
八
重
子

姫
城
地
区
ぬ
く
も
り

グ
ル
ー
プ
一
同

平
井
正
行

平
間　

孝

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

す
が
わ
ら

布
川
恒
久

布
川
弘
紀

藤
川
千
穂

富
士
薬
品

舟
山

舟
山
大
介
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東北地方太平洋沖地震による公共交通・イベント関連情報

▼町内の公共交通情報

　このたびの東北地方太平洋沖地震の影響を受け、町内の公共交通機関も一時運行休止などがありましたが、
現在の状況をお知らせいたします。
○スクールバス（住民混乗型）…４月７日から通常運行
○デマンドタクシー…通常運行中
○フラワー長井線…３月31日から通常運行

▼～やまがた花回廊キャンペーン～「風っこ桜回廊号」運行中止のお知らせ

　４月から置賜・村山地域で開催する「やまがた花回廊キャンペーン」で、運行を予定していたイベント列車
「風っこ桜回廊号」（4/16･17･23･24）については、東北地方太平洋沖地震の影響により、運行が中止となりま
した。
■問い合わせ　やまがた花回廊キャンペーン実行委員会（置賜総合支庁観光振興室☎0238－26－6046）

▲３月 23 日、中央公民館と宝前町公民館

に避難しているかたがたへ、マッサージ

のサービスが提供されました。

（寒河江整体施術院）

多
く
の
義
援
金
・
支
援
物
資
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

義
援
金
の
受
け
付
け
は
、
役
場
・
中
央
公
民
館
・
地
区
公
民
館
・
病

院
な
ど
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。（
４
月
末
日
ま
で
）

船
山
み
ず
き

舩
山
裕
介

舩
山
義
彦

古
名
栄
亀

別
府
英
子

細
岩
つ
ね

堀
内
と
志
子

ま
あ
・
ど
ん
な
会

槇　

富
男

町
田
雅
義

松
木
洋
一

松
永
百
合
子

松
野
い
せ
子

松
野
み
ね
子

松
野
幸
夫

松
野
良
一

丸
川
貞
俊

丸
川
幸
子

丸
川
信
浩

マ
ル
ヤ
ス

丸
山
貞
治

丸
山
食
品

宮
沢
昭
一

宮
沢　

勲

宮
沢
よ
ね
子

向
田
容
子

迎
田
和
雄

向
田
て
い
子

迎
田
俊
教

村
上
静
子

村
上　

進

村
上
由
美

本
木

守
谷
奈
津
子

守
谷
文
子

や
ま
が
た
や

山
川
重
雄

山
口
利
道

山
口
政
人

山
田
忠
彦

県
酪
農
業
協
同
組
合

や
ま
り
菓
子
舗
㈲

湯
沢
信
弘

湯
澤
政
利

横
澤　

浩

横
澤
峯
子

吉
田
い
し

吉
村
敏
則

吉
村
藤
一

渡
辺
の
ぶ
子

渡
部　

博

渡
部
美
里

渡
部
純
一

渡
部
貴
之

渡
部
祐
助

渡
部
喜
美

奥
山　

久

山
形
新
聞
白
鷹
専
売
所

花
工
房
し
ら
た
か

寒
河
江
智
陽
夫

白
鷹
和
牛
組
合

根
本
弘
明

樋
口
和
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト十

王
店

ヤ
マ
ラ
ク
フ
ー
ズ

や
ま
り
菓
子
店

大
瀧
い
せ

四
季
菜

梅
津
光
弘

川
井
コ
ン
ニ
ャ
ク
店

小
松
ト
モ

安
部
敏
子

小
林
弘
子

梅
津
美
枝
子

橋
本
き
ぬ

土
屋
重
子

高
谷
誠
司

棚
村

影
沢
勝
郎

松
野
い
せ
子

熊
谷
裕
治

渋
谷
光
子

守
谷
み
つ

小
林
成
一

渋
谷
康
子

堀
江
孝
子

小
林
幾
子

フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ー
ゴ
㈱

コ
カ
・
コ
ー
ラ
長
井
営
業
所
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平
成
23
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

か
た
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
す
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の

年
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
連
動
す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
着
実
な
展
開

を
図
る
べ
く
、「
人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
と
し
、「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産
業
」

「
地
域
」
を
重
点
分
野
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
土
台
で
あ
る
「
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、「
白
鷹
人
育
成
事
業
」「
小

中
学
生
交
流
事
業
」
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
自
己
負
担
額
助
成
事
業
や
子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
費
用
助
成
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
充
実
強
化
事
業
」
を
新
た
に
創
設
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

農
工
商
連
携
に
よ
る
第
６
次
産
業
化
の
推
進
体
制
も
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
の
自
主
的
な
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
を

行
い
、
集
落
支
援
員
も
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

改
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
が
共
に
創
り
あ
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
に
立
ち
返
り
、
安
心
安
全
な
く
ら
し
を
第
一
と
し
て
、
生
活
福
祉
の
向
上
、

さ
ら
に
は
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
精
一

杯
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

白
鷹
町
長　

佐  

藤  

誠  

七

１
．
子
育
て
・
教
育

【
子
育
て
の
充
実
】

○
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
や
ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

○
「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
充
実
強
化
事
業
」
を
創
設
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

○
保
育
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
統
合
を

は
じ
め
と
す
る
「
子
育
て
拠
点
施
設
整
備
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

民
営
化
に
向
け
た
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
充
実
】

○
学
校
と
家
庭
･
地
域
の
連
携
を
密
に
「
心
か
よ
う
郷
土
の
学
校
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化
す
る
時
代
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く

た
め
の
実
践
的
な
力
と
な
る
「
確
か
な
学
力
･
豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
」

を
育
む
た
め
、
学
校
生
活
支
援
や
特
別
支
援
教
育
の
充
実
な
ど
の
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

○
耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
安

心
･
安
全
な
学
校
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
の
新
入
生
応
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度

か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
制
の
導
入
と
総
合
学
科
へ
改
編
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
準

備
・
検
討
も
含
め
、
魅
力
を
高
め
る
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

【
農
業
の
振
興
】

○
今
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
加
え
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
地
の
維
持
保
全
や
堆
肥
の
利

活
用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
農

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
耕
畜
連
携
の
推

進
や
集
落
営
農
、
作
業
受
託
組
合
の
活
動
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

農
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
次
世
代
を
担
う
後
継

施
策
の
概
要
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者
な
ど
が
就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
土
地
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の
事
業
採
択
に
よ

り
、
基
盤
整
備
事
業
や
老
朽
た
め
池
の
整
備
の
推
進
を
図
り
、
農
村
災
害

対
策
整
備
事
業
に
よ
る
排
水
機
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
河
川
工
作

物
応
急
対
策
事
業
の
継
続
に
よ
り
、
頭
首
工
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

○
林
業
に
つ
い
て
は
、「
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林
の
再
生
整
備
や
松
く

い
虫
防
除
事
業
、
ナ
ラ
枯
れ
防
除
事
業
を
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
工
業
の
振
興
】

○
受
注
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
利
子
補
給
を
行
う
中
小
企
業
緊
急
金
融
対

策
事
業
、
現
場
力
や
技
術
力
の
向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事

業
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の

場
の
創
出
を
め
ざ
し
、
企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確
保

対
策
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
奨
励
金
を
交
付
す
る
「
雇
用
創

出
促
進
事
業
」
を
新
設
し
、
雇
用
枠
の
確
保
・
拡
大
と
失
業
者
の
減
少
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

【
商
業
の
振
興
】

○
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商
工
会
が
実
施
す
る
商
業
活
性
化

事
業
や
住
宅
需
要
拡
大
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

【
観
光
・
交
流
の
振
興
】

○
エ
リ
ア
や
期
間
が
拡
大
さ
れ
た
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
３
町
の
広
域
観
光
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
白
鷹
の
四
季
を
活
か
し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
で
は
、
桜
、
紅
花
、

鮎
の
誘
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
間
を
埋
め
る
べ
く
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
基
金
を
活
用
し
た
事
業
に
よ
り
、
着
地
型
・
滞
在
型
観
光
の

企
画
を
進
め
ま
す
。

○
白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
窓
口
と
し
て
中
山
、
山
口
地
区
を
中

心
に
進
め
て
き
た
教
育
旅
行
は
、
小
学
生
の
受
け
入
れ
も
含
め
た
体
制
の

整
備
を
図
る
ほ
か
、
特
産
品
で
あ
る
深
山
和
紙
人
形
制
作
を
指
導
で
き
る

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億
２
９
３
３
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
２
９
７
２
円

　

前
年
度
比
＋
０
・
６
％
）

デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業　
　

１
４
０
０
万
円

集
落
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

国
土
利
用
計
画
策
定
事
業　
　
　
　

２
１
９
万
円

白
鷹
人
育
成
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
０
５
万
円

荒
砥
高
等
学
校
新
入
生
応
援
事
業　

５
０
０
万
円

共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業　
　

４
０
９
万
円

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
費　
　
　
　

９
６
１
万
円

白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
費　
　
　

１
２
５
１
万
円

●
民
生
費　
　
　

20
億
３
７
４
８
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

13
万　

１
４
１
円

　

前
年
度
比
＋
13
・
４
％
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

８
１
２
７
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業　

２
億
２
９
２
９
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
費　
　
　
　

２
億
１
１
３
２
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

２
億　

８
４
８
万
円

介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業　
　

１
億
７
６
２
８
万
円

し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業　
　
　
　

１
６
６
７
万
円

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業　

２
０
０
０
万
円

保
育
園
費　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
７
９
７
４
万
円

園
児
送
迎
バ
ス
更
新
事
業　
　
　
　

４
０
４
万
円

●
衛
生
費　
　
　

５
億
１
８
５
２
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

３
万
３
１
２
０
円

　

前
年
度
比
＋
１
・
２
％
）

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
２
万
円

ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
３
６
０
万
円

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
費
用
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
２
８
万
円

清
掃
事
業
所
分
担
金　
　
　
　
　
　

９
１
９
７
万
円

病
院
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
円

水
道
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　
　

１
５
８
６
万
円

平成23年度　施政方針・予算

【
産
業
連
携
】

○
「
白
鷹
な
ら
で
は
」
の
素
材
を
洗
い
出
し
、
そ
の
資
源
の
持
つ
価
値
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
農
工
商
観
の
各
分
野
で
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
連
携

に
よ
る
加
工
品
開
発
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
な
ど
、
産
業
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
６
次
産
業
化
の
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

○
町
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
『
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
』
を
引
き
続

き
開
催
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
連
携
に
よ
り
、「
白
鷹
」
を
発
信
し
て
い
く

た
め
の
商
品
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
地
域

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
】

○
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
住
民

主
体
の
公
民
館
運
営
に
つ
い
て
、
住
民
の
か
た
が
た
の
自
主
的
な
生
涯
学

習
活
動
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
主
体
的
で
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
、

地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
も
含
め
研
究
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

○
集
落
機
能
の
維
持
対
策
と
し
て
集
落
支
援
員
の
配
置
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
地
域
力
の
増
進
に
向
け
て
地
域
力
発
掘
支
援
事
業
な
ど
集
落
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
】

○
町
内
全
域
に
組
織
化
さ
れ
た
地
域
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
強
化
を

図
り
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

防
災
力
の
向
上
に
努
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
耐
震
化
対
策
と
し
て
「
白
鷹
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
新
た
に
木
造
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消
防
活
動
が
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
、
有
蓋
貯
水
槽
、
消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防

施
設
の
整
備
を
行
い
、
機
動
力
の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
】

○
高
齢
者
の
か
た
が
た
が
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
健
康
づ
く
り

事
業
や
介
護
予
防
事
業
を
進
め
、
介
護
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
時
に
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
総
合
相
談
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。
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○
中
山
小
学
校
を
活
用
し
て
整
備
す
る
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
併
設
し
た
施
設
に
対
し
て
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事

業
と
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
高
齢
者
の
総
合
相
談
や
介
護
予
防
、
権
利
擁
護
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
こ
ぶ
し
の
家
な
ど
旧
法
か
ら
新
法
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
に
よ
る
事
業
者
の
減
収
を
補
て
ん
す
る
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
在
宅
酸
素
療
法
者
の
電
気
代
を
助
成
す
る
「
在
宅
酸
素
療
法
者
支

援
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
健
診
事
業
や
が
ん
予
防
対
策
事
業
、
生
活
習

慣
病
や
介
護
予
防
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
な
ど
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
食
生
活
や
運
動
・
休
養
な
ど
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、「
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
外
来
、
入
院
、
救
急
診
療
の
ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
健
診
、
在
宅
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
確
保
に
努
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。。

【
環
境
の
保
全
】

○
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
を
中
心
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
は
じ
め
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
に
向
け
た
啓
発
や
実
践
活
動

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
や
地
区
公
民
館
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
環
境
学
習
や
環

境
出
前
講
座
を
通
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を
開
催
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
身
近
に
考
え
る

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
今
後
の
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・
更
新
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
合
併
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
設
置
管
理
型
を
継
続
し
、
集
合
処

理
に
適
さ
な
い
地
区
の
生
活
排
水
処
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
交
通
安
全
・
防
犯
活
動
の
充
実
】

○
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
教
室
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど
事
故
防
止
に
向
け

た
事
業
を
よ
り
一
層
展
開
し
ま
す
。

○
防
犯
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
」
と
い
う
意
識
の
中

で
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
防
犯
協
会
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
活
動
の
軸
と
し
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
と
が
連
携
し
て
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
定
住
促
進
と
地
域
交
通
の
確
保
】

○
町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
国
土
利
用

計
画
の
策
定
や
都
市
計
画
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

○
定
住
促
進
を
図
る
上
で
重
要
な
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
荒

砥
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て
『
山
形
県
道
路
中
期
計
画
』
に
代
表
事
例
箇
所

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に
着
手
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

む
と
と
も
に
、
県
事
業
で
あ
る
国
道
２
８
７
号
黒
滝
橋
前
後
の
狭
隘
区
間

の
解
消
、
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
町
道
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
深
山
線
の
工
事
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
浅
立
沼
田
岩
崎
線
の
改
良
整
備
と
田
尻
笠
松
線
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

○
新
規
事
業
と
し
て
小
橋
線
の
拡
幅
改
良
に
着
手
し
年
度
内
供
用
を
め
ざ

し
ま
す
。

○
除
排
雪
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
見
直
し
を
図
り
、
業
務
の
全
面
委
託

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
た
な
住
宅
施
策
と
し
て
、
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
定
住

促
進
を
図
る
た
め
に
「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住

民
混
乗
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地
域
交
通
の
重
要
な
足
と
し
て
、
引
き
続

き
運
行
し
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
共

交
通
の
幹
線
と
し
て
、
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
や
経
営
改
善
計
画
の
推
進

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
．
人
づ
く
り

○
白
鷹
人
育
成
基
金
に
よ
り
、
各
分
野
に
お
い
て
意
欲
あ
る
グ
ル
ー
プ
を

支
援
し
、
継
続
し
た
学
習
、
研
修
、
実
践
を
通
し
て
次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
「
白
鷹
人
育
成
事
業
」
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

○
白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
が
今
年
度
で
最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
、
次
期
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
白
鷹
学

●
農
林
水
産
業
費　

３
億
５
４
１
３
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
２
６
１
９
円

　

前
年
度
比
＋
５
・
４
％
）

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
１
３
１
万
円

新
規
就
農
者
支
援
事
業　
　
　
　
　

１
４
４
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
７
９
７
１
万
円

水
頭
地
区
た
め
池
整
備
事
業　
　
　

５
７
６
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

（
鮎
貝
排
水
機
場
改
修
整
備
）　
　
　

３
６
８
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

１
５
８
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業　
　

６
９
２
万
円

農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

（
諏
訪
堰
頭
首
工
整
備
）　
　
　
　
　

２
６
４
万
円

浅
立
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
２
７
０
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
３
５
０
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
白
鷹
東
部
線
）　

９
１
０
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億
２
８
２
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
４
５
７
９
円

　

前
年
度
比
＋
13
・
２
％
）

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
誘
客
推
進
事
業　

５
８
８
万
円

連
泊
型
滞
在
観
光
推
進
事
業　
　
　

７
７
７
万
円

白
鷹
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
推
進
事
業
４
８
７
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　

２
０
０
０
万
円

農
工
商
連
携
推
進
事
業　
　
　
　
　

５
５
１
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
事
業
４
２
４
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

４
１
０
万
円

雇
用
創
出
促
進
事
業　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

８
億
７
３
６
１
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
５
８
０
０
円

　

前
年
度
比
＋
15
・
４
％
）

除
雪
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
０
３
７
万
円

除
雪
機
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　

２
億
１
５
５
９
万
円

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
０
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
８
０
０
９
万
円

住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業　
　
　

１
４
６
７
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億
３
６
７
５
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
５
０
９
円

　

前
年
度
比
▲
２
・
７
％
）

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
６
８
４
４
万
円

防
火
水
槽
新
設
事
業　
　
　
　
　

１
６
５
０
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
導
入
事
業　
　
　

５
１
０
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
３
１
０
６
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

４
万　

３
０
８
円

　

前
年
度
比
＋
３
・
７
％
）

学
校
生
活
支
援
員
設
置
事
業　
　

１
０
５
４
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
等
事
業
３
５
９
１
万
円

東
中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
２
４
５
０
万
円

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業　
　
　
　

１
２
７
万
円

小
中
学
生
交
流
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
８
万
円

白
鷹
町
史
編
さ
ん
事
業　
　
　
　
　

４
６
１
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
０
万
円

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
４
４
万
円

●
公
債
費　
　
　

11
億
９
８
７
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

７
万
６
５
６
７
円

　

前
年
度
比
▲
８
・
８
％
）

●
そ
の
他　
　
　

１
億
６
７
１
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万　

６
７
６
円

　

前
年
度
比
＋
19
・
０
％
）

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
４
６
８
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
１
７
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
９
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
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平成23年度　施政方針・予算

●
農
林
水
産
業
費　

３
億
５
４
１
３
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
２
６
１
９
円

　

前
年
度
比
＋
５
・
４
％
）

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
１
３
１
万
円

新
規
就
農
者
支
援
事
業　
　
　
　
　

１
４
４
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
７
９
７
１
万
円

水
頭
地
区
た
め
池
整
備
事
業　
　
　

５
７
６
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

（
鮎
貝
排
水
機
場
改
修
整
備
）　
　
　

３
６
８
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

１
５
８
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業　
　

６
９
２
万
円

農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

（
諏
訪
堰
頭
首
工
整
備
）　
　
　
　
　

２
６
４
万
円

浅
立
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
２
７
０
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
３
５
０
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
白
鷹
東
部
線
）　

９
１
０
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億
２
８
２
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
４
５
７
９
円

　

前
年
度
比
＋
13
・
２
％
）

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
誘
客
推
進
事
業　

５
８
８
万
円

連
泊
型
滞
在
観
光
推
進
事
業　
　
　

７
７
７
万
円

白
鷹
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
推
進
事
業
４
８
７
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　

２
０
０
０
万
円

農
工
商
連
携
推
進
事
業　
　
　
　
　

５
５
１
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
事
業
４
２
４
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

４
１
０
万
円

雇
用
創
出
促
進
事
業　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

８
億
７
３
６
１
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
５
８
０
０
円

　

前
年
度
比
＋
15
・
４
％
）

除
雪
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
０
３
７
万
円

除
雪
機
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　

２
億
１
５
５
９
万
円

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
０
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
８
０
０
９
万
円

住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業　
　
　

１
４
６
７
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億
３
６
７
５
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
５
０
９
円

　

前
年
度
比
▲
２
・
７
％
）

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
６
８
４
４
万
円

防
火
水
槽
新
設
事
業　
　
　
　
　

１
６
５
０
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
導
入
事
業　
　
　

５
１
０
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
３
１
０
６
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

４
万　

３
０
８
円

　

前
年
度
比
＋
３
・
７
％
）

学
校
生
活
支
援
員
設
置
事
業　
　

１
０
５
４
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
等
事
業
３
５
９
１
万
円

東
中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
２
４
５
０
万
円

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業　
　
　
　

１
２
７
万
円

小
中
学
生
交
流
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
８
万
円

白
鷹
町
史
編
さ
ん
事
業　
　
　
　
　

４
６
１
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
０
万
円

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
４
４
万
円

●
公
債
費　
　
　

11
億
９
８
７
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

７
万
６
５
６
７
円

　

前
年
度
比
▲
８
・
８
％
）

●
そ
の
他　
　
　

１
億
６
７
１
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万　

６
７
６
円

　

前
年
度
比
＋
19
・
０
％
）

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
４
６
８
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
１
７
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
９
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

講
座
な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
た
社
会
力
の
育
成
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
を
め
ざ
す
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

な
ど
の
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

幅
広
い
視
野
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
に
「
小
中
学
生
交

流
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
重
点
に
、
団
体
の
育
成
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
業
セ
ン
タ
ー
や
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
施
設
整
備
の
研
究
も
含
め
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭
の
開
催
や
、
各
種
団
体
の

育
成
・
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
町
文
化
事
業
と
の
調

整
を
図
り
、
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
図
書
館
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
町
民
が
利

用
し
や
す
い
図
書
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
俗
資
料
の

活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
を
目
標
に
町
史
編
さ
ん
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

○
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改
革
が
進
む
中
、

町
の
実
情
に
合
っ
た
最
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
実
現
を
め
ざ
し
、

第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
本
に
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推
進
と
い
う
視
点
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
庁
内
組
織
の
活
性
化
を
推
進
し
、
組
織
力

の
向
上
に
向
け
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的

な
定
員
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
状
況

　

国
の
地
方
財
政
対
策
は
、
企
業
収
益
の
回
復
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入

や
国
税
収
入
が
増
加
す
る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
の
中
に
お
い
て
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
を
平
成

22
年
度
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
対

応
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

大
き
い
こ
と
や
、
町
内
の
景
気
動
向
が
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
税
収
等
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
の
継
続
的
な
推
進
に
よ
り
着
実
に
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
23
年
度
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
行
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
地
方
財
政
対
策
や
国
県
の
予
算
編
成
の
動
向
等

を
踏
ま
え
た
上
で
、『
第
５
次
総
合
計
画
』
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と

し
て
、「
人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産

業
」「
地
域
」
を
重
点
分
野
と
し
て
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か

ら
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
重
点
分
野
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
新

た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
及
び
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推

進
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
71
億
７
５
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
３
億
３
７
０
０
万
円
、
４
・
９
％
の
増

加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の

統
合
・
民
営
化
に
向
け
て
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
の

推
進
を
は
じ
め
と
し
て
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、

産
業
の
６
次
化
に
向
け
た
対
応
及
び
雇
用
創
出
促
進
事
業
な
ど
、
子
育
て

支
援
や
雇
用
の
充
実
に
結
び
つ
く
施
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
た
ほ

か
、
住
宅
耐
震
化
の
促
進
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
及
び
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
た
め
の
検
討
事
業
や
、
地
域
づ
く
り
へ
の
支

援
等
も
推
進
し
ま
す
。
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［　　］

［　　］

平成23年度一般会計

予算

平成22年度
総額68億3,800万円

平成23年度
総額71億7,500万円

町税
10億9,912万円

15.3％

その他
（自主財源）
3億8,975万円

5.6％

地方交付税
36億8,000万円

51.3％

国庫支出金
5億 530万円

7.0％

町債
6億1,050万円

8.5％

その他
（依存財源）
2億8,922万円

3.9％

特別交付税
2億3,500万円

3.3％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億1,158万円  1.6

使用料及び手数料 4,744万円  0.7

財産収入 193万円  0.0

寄附金 450万円  0.1

繰入金 1,373万円  0.2

繰越金 1億円  1.4

諸収入 1億1,057万円  1.6

小　計 3億8,975万円  5.6

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億3,794万円  6.1

固定資産税 5億1,848万円  7.2

軽自動車税 3,701万円  0.5

たばこ税 5,647万円  0.8

入湯税 827万円  0.1

都市計画税 4,095万円  0.6

小　計 10億9,912万円 15.3

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億  750万円  1.5

利子割交付金 240万円  0.0

配当割交付金 60万円  0.0

株式等譲渡所得割交付金 12万円  0.0

地方消費税交付金 1億2,970万円  1.8

自動車取得税交付金 2,110万円  0.3

地方特例交付金 2,510万円  0.3

交通安全対策特別交付金 270万円  0.0

小　計 2億8,922万円  3.9普通交付税
34億4,500万円

48.0％

［    ］

［    ］

県支出金
6億 111万円

8.4％

歳入予算（前年度比較）

11億3,715万円
16.6％

4億 836万円
6.1％

35億2,200万円
51.5％

32億7,200万円
47.9％

2億5,000万円
3.6％

4億2,843万円
6.3％

4億1,807万円
6.1％

6億4,680万円
9.5％

2億7,719万円
3.9％

【
歳
入
予
算
】

　

町
税
は
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
等
に
よ
る
納
税
義
務
者
の
減
少
や
、
町

内
の
景
気
動
向
等
か
ら
３
８
０
３
万
円
、
３
・
３
％
の
減
。
地
方
交
付
税

は
、
普
通
交
付
税
で
、
人
口
の
減
少
や
公
債
費
等
の
算
入
額
減
少
な
ど
の

要
因
は
あ
る
も
の
の
、
地
方
一
般
財
源
の
総
枠
確
保
が
図
ら
れ
た
こ
と
や
、

財
源
不
足
に
対
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
振
替
分
の
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
１
億
７
３
０
０
万
円
、
５
・
３
％
の
増
。
臨

時
財
政
対
策
債
は
１
億
８
６
０
０
万
円
、
42
・
１
％
の
減
。
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
町
債
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
過
疎
対
策
事
業
の
対

象
と
さ
れ
た
ソ
フ
ト
事
業
分
な
ど
に
よ
り
１
億
５
０
１
０
万
円
、
73
・
４

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
予
算
】

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
共
済
負
担
金
の
増
が
あ
り
０
・
１
％
の
微
減
、

扶
助
費
は
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
加
や
３
歳
児
未
満
の
子
ど
も
手

当
支
給
額
の
増
加
等
に
よ
り
７
・
３
％
の
増
、
公
債
費
は
１
億
１
６
１
５

万
円
、
８
・
８
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
５
８
３
０
万
円
、

１
・
７
％
の
減
。
普
通
建
設
事
業
費
は
補
助
事
業
で
介
護
基
盤
緊
急
整
備

事
業
や
東
中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
赤
坂
深
山

線
道
路
改
良
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
３
億
２
７
３
２
万
円
の
増
と
な
っ

た
一
方
で
、
単
独
事
業
は
１
８
６
７
万
円
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
全
体

で
は
３
億
８
６
５
万
円
、
93
％
の
大
幅
増
。
補
助
費
等
で
は
、
住
宅
需
要

拡
大
促
進
事
業
の
拡
大
や
雇
用
創
出
促
進
事
業
等
に
よ
り
１
２
４
７
万
円
、

１
・
２
％
の
増
、
物
件
費
は
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費
用
助
成

事
業
や
、
農
工
商
観
連
携
に
係
る
委
託
事
業
及
び
都
市
計
画
図
作
成
業
務

等
に
よ
り
６
０
１
９
万
円
、
７
・
８
％
の
増
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

全
体
で
56
億
２
０
４
９
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
対
し
２
億
８
８
１

３
万
円
、
４
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
老
人
保
健
特

別
会
計
の
廃
止
や
、
下
水
道
事
業
で
の
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
汚
水
処
理
施

設
増
設
工
事
の
終
了
に
よ
る
事
業
量
の
減
少
、
水
道
事
業
に
お
け
る
町
内

企
業
か
ら
の
給
水
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は
、
１

２
７
億
９
５
４
９
万
円
、
０
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

依　

存　

財　

源

自
主
財
源
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［　　］
［　　］

［　］

［   ］

各会計予算を前年度と比較すると

会　　計　　名 平成 23 年度
予算額（Ａ）

平成 22 年度
予算額（Ｂ）

比　　較

（Ａ）―（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 71 億 7,500 万円 68 億 3,800 万円 3億 3,700 万円 4.9％

特
別
会
計

十 王 財 産 区 37 万円 50 万円 ▲ 13 万円 ▲ 26.5％

下 水 道 5億 2,635 万円 7億 3,320 万円 ▲ 2 億  685万円 ▲ 28.2％

国民健康保険 16 億 3,215 万円 16 億 3,170 万円 45 万円 0.0％

老 人 保 健 0万円 2,378 万円 ▲ 2,378 万円 皆減（会計廃止）

農業集落排水 1億 4,817 万円 1億 3,967 万円 850 万円 6.1％

介 護 保 険 13 億 8,305 万円 13 億 8,176 万円 129 万円 0.1％

後期高齢者医療 1億 3,288 万円 1億 4,710 万円 ▲ 1,422 万円 ▲ 9.7％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 2億 9,957 万円 3億 1,577 万円 ▲ 1,620 万円 ▲ 5.1％

資本的支出 1億 7,318 万円 1億 8,305 万円 ▲ 987 万円 ▲ 5.4％

病　院
収益的支出 11 億 4,400 万円 11 億 8,200 万円 ▲ 3,800 万円 ▲ 3.2％

資本的支出 1億 4,643 万円 1億 3,539 万円 1,104 万円 8.2％

訪問看護
ステーション

収益的支出 3,284 万円 3,320 万円 ▲ 36 万円 ▲ 1.1％

資本的支出 150 万円 150 万円 0万円 0.0％

合　　計 127 億 9,549 万円 127 億 4,662 万円 4,887 万円 0.4％
※万円未満は端数を整理しています。　　
※比較の「▲」は減少を表しています。　

総額
71億7,500万円

前年度比4.9％増

町民一人当たりでみると

458,291円

平成22年度
総額68億3,800万円

平成23年度
総額71億7,500万円

人件費
12億3,450万円

17.2％

公債費
11億9,874万円

16.7％

扶助費
8億7,157万円

12.1％

物件費
8億3,096万円

11.6％

維持補修費
2億1,979万円

3.1％

補助費等
10億6,246万円

14.8％

投資的経費
6億4,584万円

9.0％

その他
11億1,114万円

15.5％

普通建設事業費
6億4,047万円

8.9％

災害復旧事業費
537万円
0.1％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 598万円  0.1

投資及び出資金、貸付金 7,174万円  1.0

繰出金 10億3,242万円 14.4

予備費 100万円  0.0

小　計 11億1,114万円 15.5

11億1,310万円
16.3％

526万円
0.1％

歳出予算（前年度比較）

12億3,576万円
18.1％

8億1,245万円
11.9％

13億1,489万円
19.2％

7億7,077万円
11.2％

2億 396万円
3.0％

15.3％

3億3,708万円
5.0％

3億3,182万円
4.9％

平成23年度　施政方針・予算

［   ］［   ］［   ］［   ］3億3,182万円［   ］
任
意
的
経
費

義
務
的
経
費
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町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

野　

村　

一　

芳

教
育
長　
　

岡　

田　
　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

横
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

齋
藤
重
雄

（
総
務
係
）　
　

◎
田
宮　

修
○
永
沢
照
美
○
橋
本
達
也

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
（
併
）・
菅
原
綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
広
子

（
財
政
係
）　
　

◎
長
岡　

聡
○
加
藤
和
芳
○
橋
本
秀
和

（
防
災
管
財
係
）
◎
小
関
新
治
○
高
田　

博

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
（
兼
）

（
企
画
調
整
係
）
◎
齋
藤
重
雄
（
兼
）
○
竹
田
美
紀

　
　
　
　
　
　
　

○
小
林　

裕

（
情
報
係
）　
　

◎
齋
藤
春
美
○
大
瀧
勇
祐
・
小
林
詩
乃

　
　

課
付　
　
　

◎
吉
村
秀
昭（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

○
鈴
木
秀
昭（
県
市
町
村
課
派
遣
）

税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者
（
兼
）
課
長　

衣
袋
幸
治　

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

潔（
出
納
・
収
納
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原　

護（
税
務
担
当
）

（
町
民
税
係
）　

◎
菅
原　

護
（
兼
）
◎
横
澤
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
間
伸
子
○
平
井
正
秋
・
小
口
将
太

（
資
産
税
係
）　

◎
飯
澤
達
男
・
中
川
拓
也
・
小
関　

見

（
収
納
係
）　　

◎
伊
藤　

隆
○
村
上
利
晴
・
安
達
桂
子

（
出
納
係
）　
　

◎
青
木　

潔
（
兼
）
○
高
田
咲
子　
　

町　

民　

課　
　

課
長　

布
施
房
子

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

樋
口
幸
江

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
上
村
と
よ
子
○
菅
原
美
樹
・
木
村
真
弓

　
　
　
　
　
　
　
　

照
井
博
恵
・
佐
藤
美
咲

（
国
保
医
療
係
）
◎
樋
口
幸
江
（
兼
）
○
後
藤
由
香

　
　
　
　
　
　
　

○
佐
藤
圭
子
・
齋
藤
由
加
里

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
本
木　

修
○
大
滝
真
実
・
金
子
秀
人

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

布
施
房
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

樋
口
幸
江（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

松
野
芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
良
教（
子
育
て
・
健
康
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

芳
賀
和
則（
福
祉
・
介
護
支
援
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
庄
司
義
徳
○
橋
本
こ
ず
え
○
髙
橋
朋
代

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
菅
原
良
教
（
兼
）◎
布
施
と
も
子

　
　
　
　
　
　
　

◎
今
野
悦
子
○
田
中
由
美
子　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
康
子
（
兼
）　　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
保
険
係
）
◎
芳
賀
和
則
（
兼
）
○
遠
藤
由
可
理

　
　
　
　
　
　
　

○
鎌
倉
裕
美

（
健
康
推
進
係
）
◎
鈴
木
由
紀
子
○
木
口
祐
里
○
菊
地
る
り

　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
ま
ゆ
み
・
村
上
る
み
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）◎
飯
澤
と
よ
◎
橋
本
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
敏
広
○
棚
村　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
由
紀
子（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
名
ま
ゆ
み（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

こ　

ぐ　

わ　

園
長　

守
谷
美
年
子
◎
村
上
美
津
子

　
　
　
　
　
　

◎
市
川
昭
美
◎
飯
沢
初
美
・
小
林
栄
子

あ
ゆ
か
い　

園
長　

長
谷
部
千
晶
◎
鈴
木
智
子

　
　
　
　
　
　

◎
今　

房
子
◎
金
田
範
子
○
佐
藤
敦
子

　
　
　
　
　
　

○
橋
本
三
千
子
○
高
橋
和
子
・
鑪　

典
子

ひ
が
し
ね　

園
長　

高
橋
康
子
◎
安
久
津
久
子

　
　
　
　
　
　

◎
鈴
木
洋
子
◎
川
井
と
も
・
原
田
信
子

産
業
振
興
課　
　

課
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
秀
司

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
間
直
浩
（
農
林
担
当
）　

（
農
業
振
興
係
）
◎
菅
間
直
浩
（
兼
）
○
青
木
ひ
ろ
み　
　

　
　
　
　
　
　
　

○
今
野
友
博
・
小
谷
部
哲

（
農
村
整
備
係
）
◎
熊
谷
裕
治
（
兼
検
査
員
）・
小
形　

守

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
博
之
・
大
滝
康
博
（
兼
）

（
商
工
振
興
係
）
◎
菊
地　

智
○
梅
津
友
宏

︵
観
光
交
流
係
︶
◎
佐
藤
順
智
○
芳
賀
敦
子
○
片
山
正
弘

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

湯
澤
政
利（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

菅
間
直
浩（
兼
）

建
設
水
道
課　
　

課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　

福
田
文
和

　
　
　
　
　
　
　

水
道
主
幹　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
昇
一（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

（
管
理
係
）　　

◎
鈴
木
秀
一
○
深
瀬
洋
子

（
用
地
係
）　　

◎
今
井
茂
男
○
髙
橋
真
弘
（
兼
）

（
土
木
係
）　　

◎
小
関
幸
一
・
丹
野
和
彦

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
・
大
滝
康
博

（
都
市
計
画
係
）
◎
菅
原
昇
一
（
兼
）
○
髙
橋
真
弘

（
水
道
係
）　　

◎
鈴
木
克
仁

（
水
道
工
務
係
）
◎
矢
嶋
寿
彦
○
小
口
豊
仁

（
下
水
道
係
）　

◎
今
野
秀
一
○
高
橋
真
澄

（
下
水
道
工
務
係
）
◎
元
木
康
仁
（
兼
）
○
松
下
貴
洋

議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

村
上　

隆

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

中
村
裕
之
（
併
）

（
議
事
係
）　　

  

◎
中
村
裕
之
（
兼
）
○
衣
袋
則
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

書
記
長
補
佐　

齋
藤
重
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
田
宮　

修
（
併
）
○
永
沢
照
美
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本
達
也
（
併
）
○
高
田　

博
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
・
菅
原
綾
子
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
広
子
（
併
）

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

村
上　

隆
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

中
村
裕
之

　
　
　
　
　
　
　

○
衣
袋
則
子
（
併
）

人 

事

平
成
23
年
度
町
職
員

「笑顔かがやき　心かよう　　　　美しいまち」を目指します

※
◎
は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

（４月１日付全職員）

保　　育　　園

議会選　挙監査
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「笑顔かがやき　心かよう　　　　美しいまち」を目指します
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「町民のみなさん、どうぞよろしくお願いいたします」
－平成23年度採用職員等の紹介－
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収納係
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小川 瞳
病院
看護師

小林詩乃
総務課
情報係

佐藤美咲
町民課
戸籍年金係

安彦真紀
病院
看護師



●1�　　 広報しらたか　2011.4.12 　　 広報しらたか　2011.4.12　　 広報しらたか　2011.4.12 　　 広報しらたか　2011.4.12

平
成
23
年
度

地
区
公
民
館
�
職
員
体
制
�
変
�
�
ま
�

館　　長　金子孝吉（山口 ) 
館長代理　丸川美紀（横田尻）
主　　事　鈴木晴美（鮎貝）

館　　長　菊地豊宗（箕和田） 
館長代理　佐藤良一（黒鴨）
主　　事　小林香菜（鮎貝）

館　　長 
館長代理　蒲生成子（荒砥）
主　　事　竹田美佐子（荒砥）

館　　長　安部俊宏（萩野）
館長代理　紺野眞一（萩野）
主　　事　竹田伊智子（中山）

館　　長　齋藤和男（畔藤）
館長代理　高木典幸（山口）
主　　事　金田美加（高玉）

館　　長　髙谷誠司（十王）
館長代理　衣袋祐子（荒砥）
主　　事　青木満里子（荒砥）

地域のみなさん
よろしくお願いします

健康福祉課からのお知らせ

●ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
の接種再開について

　小児用肺炎球菌ワクチン（プレベナー）とヒブワク
チン（アクトヒブ）の接種について、接種後の死亡事
例が複数報告されたことから、念のため３月４日から
接種を一時的に見合わせていましたが、専門家の会議
で評価を行った結果、安全性の懸念はないとされたの
で４月１日から接種を再開します。
　接種を希望される場合は、医療機関に
予約をして医師の説明や診察を受けたう
えで接種くださるようお願いいたします。

●子宮頸がん予防ワクチン供給問題について

　２月から子宮頸がん予防ワクチンの接種費用助成事
業を開始しましたが、ワクチンの供給不足により、現
在、新たな接種の予約ができない状況が続いておりま
す。接種の希望をいただいた昨年度対象のかたと、４
月から事業の対象になる中学１年生の女子のかたには、
ワクチンの供給が安定し、医療機関での接種予約がで
きる状況になりましたら個別にお知らせをいたします。
ご案内できるまでお待ちくださるようにお願い申し上
げます。

■問い合わせ　健康推進係（☎86－0210）

　鮎貝土地区画整理地内の定住を図り、地域の活性化
を促進するため、保留地を購入されたかたに補助金を
交付します。

▼補助金対象者
　自らの住宅建築のため、鮎貝土地区画整理地内の一
般保留地を購入されたかた。

▼補助金の額
　　県外者…100万円
　　町外者…70万円
　　町内者…50万円

▼補助対象期間
　平成23年４月１日～平成24年３月31日まで

■申込・問い合わせ
　建設水道課都市計画係（☎85－6140）

「すまいる！四季の郷」
定住促進プロジェクト補助金制度
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、

しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、犬の登録、生活相談、交通安全、防
犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、
軽自動車の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に
関すること 85-6120

企画調整係
フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、まちづく
り助成事業、白鷹人育成事業や町政運営の総合企画調整に関す
ること

85-6123

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6122
情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6124

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
【地域農業活性化センター】 85-6127

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、定住、交流の促進に関

すること 85-6126
農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに

関すること 85-6128

３
階議会事務局 議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎

建設水道課

管理係 工事入札及び契約に関すること 85-6140
用地係 町有地の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関する

こと 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園、土地区画整理事業に関すること 85-6140
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設

計工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6147
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
文化振興係 芸術文化団体の育成、文化財の調査・保護・管理及び図書館に

関すること 85-6146
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、子ども手当、保育園管理運営に関すること

【子育て支援センター】 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護保険申請、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院

町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケア・プラン作成など 86-0123

役場各課・係業務のごあんない
　各課・係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などに訪れる際に参考にしてください。
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約
�
年
半
年
�
�
�
来
町

�

鈴
木
大
介
�
�
�
�
�
�
�
�

　３月６日、あゆーむで「鈴木大介ギター
リサイタル」が行われました。鈴木さんは
国内外で活躍するギタリストで、町での演
奏は、平成21年10月に行われたあゆーむグ
ランドオープンのこけら落とし以来となり
ます。鈴木さんの要望により、会場はカー
テンを全開にし、春の温かい日差しが差し
こむ中、フラワー長井線を見ながらの演奏
となり、来場者は、そのやさしい音色に聴
き入っていました。　

 ４月１日から、町立病院の外科に瀬尾先
生が着任されました。瀬尾先生は鶴岡市の
出身で、自治医科大学を卒業後、県立中央
病院で２年間の研修期間を経て、今年が３
年目となる若い先生です。先生は、「町民皆
さんの健康のために少しでもお役に立てら
れるようにがんばります。よろしくお願い
します。」と話してくださいました。
　先生の趣味はピアノの演奏で、音楽鑑賞
などを楽しまれるそうです。

皆
さ
�
�
健
康
�
�
�
�
�

�

町
立
病
院
�
瀬
尾
恭
一
先
生
�
着
任

第
31
回
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
結
果

３
／
６（
日
）東
中
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

▼
一
般
男
子

　

①
東
根
チ
ー
ム
②
荒
砥
チ
ー
ム

▼
中
学
男
子

　

①
東
中
学
校　

②
西
中
学
校

▼
中
学
女
子

　

①
東
中
学
校　

②
西
中
学
校

▼
ス
ポ
少
男
子

　

①
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

②
白
鷹
西
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
ス
ポ
少
女
子

　

①
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

②
白
鷹
西
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
22
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
大
会
結
果

３
／
６（
日
）荒
砥
小
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

　

①
東
根
フ
レ
ン
ズ
桃

　

②
荒
砥
Ａ

　

③
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｃ
い
く
ら
ち
ゃ
ん

　

（
荒
砥
）

　

③
ミ
ラ
ク
ル
Ｂ　
　

  

（
蚕
桑
）

県
と
�
人
事
交
流�

�

高
橋
秀
司
課
長
補
佐
�
就
任

　県との人事交流により、産業振興課に高
橋秀司課長補佐が就任されました。高橋補
佐は酒田市出身で、民間企業で７年間勤め
た後に県職員となり、これまで工業振興や
産業政策、農業経営分野などを経験されて
きました。民間企業時代は、光ディスクな
どの研究をされていたそうです。高橋補佐
は「町の農工商連携事業の推進に力を入れ
たい。」と話してくださいました。任期は
２年間の予定です。よろしくお願いします。

　３月５・６日の２日間、そばの里振興会
主催による「しらたかそばまつり」が開催
されました。これまで「どりいむ館」が
会場となっていましたが、今年から集客能
力や調理設備面などでより充実した「あゆ
茶屋」で開催されることになりました。町
外からも大勢のお客さまが駆け付け、大盛
りのおいしいそばに舌鼓を打っていました。
あゆ茶屋で開催した相乗効果もあり、２日
間で約1700人が訪れました。

会
場
�
新
�
�

�

し
�
�
�
�
�
ま
�
�
開
催
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－

白
鷹
町
住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業

－

　

町
で
は
、
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
及
び
店
舗
の
新
築
・
増
改
築

・
修
繕
な
�
を
行
�
場
合
、
前
年
度
に
引
き
続
き
施
主
に
対
し
�
給
付

金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
白
鷹
町
商
工
会
�
事
業
主
体
と
な

り
、
町
内
の
持
家
住
宅
の
建
設
�
増
改
築
に
�
る
住
環
境
整
備
を
支
援

し
、
併
�
�
地
元
関
連
業
界
の
振
興
及
び
消
費
需
要
の
拡
大
、
景
気
浮

揚
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
�
実
施
し
ま
す
。

�
対
象
物
件�

持
家
�
店
舗
�
�

�
対
象
工
事�

対
象
物
件
�
新
築
�

増
改
築
及
�
修
繕
工
事
�
給
排
水

衛
生
施
設
整
備
工
事
�
�
平
成
24

年
�
月
20
日
�
�
完
成
�
�
�
�

�
�
�
�
工
事

�
対
象
工
事
費�

工
事
請
負
額
�

50
万
円
以
上

�
給
付
金
交
付
額�

対
象
工
事
費

�
10
�
以
内
�
額

�
住
宅
�
新
築
工
事
�
50
万
円
�

�

�
�
他
�
工
事
�
30
万
円
�
限

�

度
額
�
�
�
�
�

�
交
付
�
受
�
�
�
�
�
要
件

�
施
工
業
者
�
町
内
業
者
�
�
�

�

�
�
�

�
工
事
�
�
�
�
�
�
他
�
補
助

�

金
�
利
子
補
給
�
�
�
受
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
町
税
�
国
民
健
康
保
険
税
�
含

�
�
�
滞
納
�
�
�
�
�
�

�
詳
�
�
内
容
�
申
込
方
法
�
�

�

�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
�

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

商
工
会
（
☎
85

－

０
０
５
５
）
ま

た
は
町
産
業
振
興
課
（
☎
85

－
６
１
３
６
）

❶
白
鷹
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業

�
対
象
物
件�

住
宅

�
対
象
工
事

�

住
宅
�
�
�
�
�
�
�
住
宅
�

部
分
補
強
�
省
�
�
化
�
�
�
�

�
�
�
化
�
県
産
木
材
使
用
�
�

�
�
�
�
含
�
工
事
�
�
行
�
工

事
�
�
平
成
24
年
�
月
20
日
�
�

工
事
完
了
�
届
出
�
�
�
�
工
事

�
対
象
工
事
費�

請
負
契
約
額
�

50
万
円
以
上

�
補
助
金
交
付
額�

工
事
費
�
10

�
以
内
�
額
�
上
限
20
万
円
�

�
交
付
�
受
�
�
�
�
�
要
件

�
施
工
業
者
�
県
内
業
者
�
�
�

�
�

�
工
事
�
�
�
�
�
�
他
�
補
助

�

金
�
利
子
補
給
�
�
�
受
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
町
税
�
国
民
健
康
保
険
税
�
含

�

�
�
�
滞
納
�
�
�
�
�
�

❷
白
鷹
町
木
造
住
宅
耐
震

　

診
断
士
派
遣
事
業

�

昭
和
56
年
�
月
31
日
以
前
�
着

工
�
�
木
造
住
宅
�
耐
震
診
断
�

実
施
�
�
�
�

�
対
象
件
数�

先
着
�
件

【事業概要】　
　町内に事務所、店舗、工場などを有し事業を営む
法人や個人が、ハローワークに求人申込をし、町民
のかたを雇用した場合、一人当たり60万円を上限に
奨励金を交付するもの。
【申請方法】
　雇用主（事業を営むかた）が、求職者を雇用した後、

産業振興課で交付する申請書に以下の書類を添えて、
雇用した日から14日以内に申請してください。
①雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業　
　主控）の写し
②新たな雇用者に係る労働条件通知書の写し
■ほかにも要件などがありますので、くわしくは
　お問い合わせください
　産業振興課商工振興係（☎85－6136）

　　　　　　　　雇用創出促進事業
　高い失業率や低い有効求人倍率が表わすように、町内の雇用情勢は非常に厳しい状態にありま
す。町では、このような状況の解消を目的に、町内で事業を営む法人や個人の皆さまの理解と協
力をいただきながら「雇用創出促進事業」に取り組みます。

�
診
断
料�

�
�
�
�
円

�
町
�
負
担
�
�
万
�
�
�
�
円

❸
白
鷹
町
木
造
住
宅

　

耐
震
改
修
事
業

　

❷
�
耐
震
診
断
�
受
�
�
住
宅

�
所
有
者
�
耐
震
改
修
工
事
�
行

�
場
合
�
工
事
費
�
�
分
�
�
�

金
額
�
補
助
�
�
�
�

�
�
分
�
�
�
額
�
�
�
�
万
円

�

�
超
�
�
場
合
�
�
�
�
万
円

�

�
限
度
額
�

�
対
象
件
数�

先
着
�
件

❹
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
へ
の　

登
録
に
つ
い
て

�

建
築
士
�
一
級
�
二
級
�
木
造
�

�
資
格
�
�
持
�
�
�
�
�
�
山

形
県
�
�
�
�
市
町
村
�
�
�
�

財
団
法
人
日
本
建
築
防
災
協
会
�

�
�
主
催
�
�
木
造
建
築
物
耐
震

診
断
�
業
務
�
必
要
�
講
習
会
�

受
講
�
�
�
�
�
�
�
�
�
白
鷹

町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
�
�
�

登
録
�
�
�
�
�
�
�

�

随
時
受
�
付
�
�
�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
�
�
�
白
鷹
町
住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業
と
白
鷹
町
住
宅
�
�
�
�
�

�
�
�
�

総
合
支
援
事
業
�
県
補
助
事
業
�
�
�
�
�
は
、
併
用
�
き
る

�
�
�
�

場
合
�
�
�
ま
�
。
�
�
場
合
�
要
件
�
上
限
額
�
�
詳
し
�

�
�
�
�

は
�
問
�
合
�
�
�
�
さ
�
。

－

白
鷹
町
住
宅
�
�
�
�
�
総
合
支
援
事
業
等

－
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白鷹町成人式を開催します

◆一生に一度の成人式

　今年度の成人式を下記のとおり開催します。
　対象のかたには７月上旬にご案内します。
郷土を離れている皆さんにも、ご家族のかた
から、日程について今からお知らせください。

　　
　●い　つ　８月15日（月）午前10時～
　●どこで　パワーセンター
　●対　象　平成２年４月２日生から平成　
　　　　　　３年４月１日生までのかた
　＊平成17年度東・西中学校卒業者と、平　
　　成23年６月１日現在白鷹町に住民登録　
　　されているかたには、詳細について往　
　　復はがきでご案内します。

◆「成人祭」実行委員を募集します

　厳かな成人式の後は、久しぶりに再会する
友人や恩師などとの語らいの場として「成人
祭」が開催されます。この「成人祭」は成人
者の皆さんで構成する実行委員会が自らの企
画運営で行っており、その実行委員を募集し
ています。思い出に残る「成人祭」とするた
め、ふるってご応募ください。
●実行委員応募締め切り　５月６日（金）
■申込・問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）
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　 の飼い主のみなさんへ
●犬のフンの後始末は、飼い主の責任で必ず行いましょう
　最近、苦情が多く寄せられています。他人に不愉快な思いをさせるだけでなく、景観汚染にもつなが
ります。散歩時のフンの後始末も大切な犬の世話。マナーを守り、犬を育てましょう。

［ご注意］
①接種時は犬に逃げられないように、首輪をきちんと
　付けてください。また、犬をしっかりと押さえるこ
　とのできる飼い主が連れてきてください。
②登録していない犬は、この会場では予防接種を受け
　られません。犬を新しく飼われた場合や、飼い主が
　変わったり、飼い主の住所が変わったときなどは、
　印鑑と登録料3000円をお持ちのうえ、事前に町民課
　くらし環境係に申請してください。
③ほかのワクチンなどの接種日が近くて心配な場合は、
　獣医師にご相談ください。
④会場にお越しになる際はビニール袋などをお持ちい
　ただき、飼い犬のフンなどは必ず飼い主が処理して
　くださるようお願いいたします。

■問い合わせ　町民課くらし環境係（☎85－6131）

月 日 時    間 会    場

4月26日
（火）

午前９時20分～10時20分 東根地区公民館前

　　10時40分～11時40分 役場裏

午後１時00分～１時30分 十王地区公民館前

　　１時45分～２時15分 鷹山地区公民館前

　　２時30分～３時00分 中山林業センター前

　　３時10分～３時15分 針生公民館前

4月27日
（水）

午前９時20分～10時30分 蚕桑地区公民館前

　　10時50分～11時30分 ハーモニープラザ前

　　11時45分～12時00分 黒鴨いきいきセンター前

午後１時30分～２時00分 鮎貝自彊会駐車場

　　２時15分～３時15分 役場裏

※狂犬病予防注射は１頭１針で実施しています。
※どの会場でも受けることができます。

●狂犬病予防接種のお知らせ

　狂犬病予防法により、飼い犬には毎年１回の狂
犬病予防接種が義務づけられています。飼い主の
責任として必ず予防接種を受けましょう。
［持ち物］
　注射料3100円・鑑札
　狂犬病予防注射通知のはがき
［日程］

く
ら
し
の

【
事 

例 

①
】

　

電
力
会
社
を
名
乗
る
者
が
「
地

震
後
の
点
検
」
と
言
っ
て
訪
問
し

て
き
て
、
地
震
の
影
響
に
よ
る
修

理
と
称
し
て
高
額
な
料
金
を
請
求

し
て
き
た
。

【
事 

例 

②
】

　

「
北
海
道
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カ
ニ
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半
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買
わ
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い
か
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売
上
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震
災
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援
金
に
す
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と
の

電
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勧
誘
が
あ
っ
た
。

【 

事 

例 

③
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遠
隔
地
か
ら
「
震
災
の
被
害
は

大
丈
夫
で
す
か
」
と
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話
が
あ
り
、

そ
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電
話
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ペ
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ト
ボ
ト
ル
入
り

の
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買
わ
な
い
か
と
勧
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ら
れ

た
。

【
ア
ド
バ
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ス
】

☆
災
害
時
の
混
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被
災
者
を
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援
し
た
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い
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持
ち
に

　

つ
け
こ
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乗
商
法
と
疑
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れ
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ら
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い
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。
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の
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け
ま
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し
つ
こ
く
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る
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者
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し
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さ
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。
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町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
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－
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１
３
１

知
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vol.11○
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災
に
便
乗
し
た
悪
徳
商
法
に
ご
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た
場
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。
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収
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ご
み
収
集
は
、
４
月
11
日（
月
）
か
ら
通
常
収
集
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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３月18日に国土交通省から平成23年地価公示結果が公表されました。本町に関するものは、次のとおりです。

 

地
価
公
示
と
は

　

地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。  

土
地
を
売
買
さ
れ
る
と
き 

 

は
、 

ま
ず
地
価
公
示
価
格

 

を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
、
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

地価公示に関するお問い合わせ

総務課　企画調整係

☎85－6123

対前年度変動率（単位：％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地
調区内
宅地　

白鷹町平均 ▲4.9 ▲5.7 － － －

山形県平均 ▲4.3 ▲5.2 ▲4.8 ▲6.1 ▲4.0

全国平均 ▲2.7 ▲3.8 － ▲3.2 －

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

21　年 22　年 23　年

円
12,200

（▲4.7）

円
11,600

（▲4.9）

円
11,000

（▲5.2）

白鷹
－３

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

21　年 22　年 23　年

円
30,100

（▲5.6）

円
28,200

（▲6.3）

円
26,600

（▲5.7）

平成23年地価公示結果について

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

21　年 22　年 23　年

円
18,800

（▲3.6）

円
17,900

（▲4.8）

円
17,100

（▲4.5）
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佳
作　

お
は
よ
う
と
笑
顔
で
交
わ
す
家
族
の
輪　
　
　

西
田
尻　

金
田
れ
ん

〃　
　

桃
の
ひ
な
祝
う
笑
顔
の
三
世
代　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津
い
と

〃　
　

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
今
日
も
い
や
さ
れ
る　
　

高　

玉　

高
橋
朝
子

〃　
　

希
望
燃
え
笑
顔
で
登
校
一
年
生　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢
直
太

〃　
　

朝
の
あ
い
さ
つ
笑
顔
そ
ろ
え
て
交
わ
す
も
の　

畔　

藤　

安
達
よ
し
ゑ

〃　
　

晩
酌
に
こ
が
れ
旨
い
と
夫
笑
み　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

初
孫
の
笑
顔
に
家
族
い
や
さ
れ
る　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉
保
子

〃　
　

一
番
は
家
族
元
気
な
笑
顔
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

輪
投
げ
よ
り
笑
顔
で
茶
飲
み
盛
り
上
が
る　
　

畔　

藤　

菅
原
敦
子

〃　
　

春
近
し
行
き
交
う
人
が
み
な
笑
顔　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木
し
げ

〃　
　

に
こ
や
か
に
笑
顔
う
か
べ
て
メ
ー
ル
読
む　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

飾
ら
な
い
暮
ら
し
へ
寄
っ
て
く
る
笑
顔　
　
　

十　

王　

守
谷
三
郎

秀
句　

母
笑
顔
喜
怒
哀
楽
の
人
生
路　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

貧
し
く
も
笑
顔
絶
や
さ
ぬ
母
が
い
る　
　
　
　

貝　

生　

保
科　

努

〃　
　

給
料
日
妻
の
笑
顔
も
三
日
だ
け　
　
　
　
　
　

神
奈
川　

井
上
秀
雄

〃　
　

人
は
み
な
笑
顔
が
一
番
き
れ
い
で
す　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山
正
志

〃　
　

栄
光
の
笑
顔
の
影
で
涙
す
る　
　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山
時
美

〃　
　

喋
れ
な
い
乳
児
笑
顔
が
言
葉
で
す　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

笑
顔
見
て
育
児
の
苦
労
飛
ん
で
ゆ
く　
　
　
　

藤　

沢　

田
苗
創
真

〃　
　

お
は
よ
う
と
一
家
団
欒
笑
顔
か
ら　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

み
ど
り
児
の
笑
顔
に
人
は
い
や
さ
れ
る　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

か
あ
さ
ん
の
遺
影
の
笑
顔
春
を
呼
ぶ　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

五
客　

妻
の
愚
痴
笑
顔
で
聞
け
た
至
福
時　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝
仲
次

〃　
　

老
い
の
愚
痴
孫
の
笑
顔
に
救
わ
れ
る　
　
　
　

高　

岡　

安
部
柳
子

〃　
　

老
介
護
笑
顔
一
つ
が
あ
れ
ば
い
い　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内
芳
夫

〃　
　

銭
金
で
買
え
ぬ
笑
顔
を
く
れ
た
人　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
勝
る
も
の
は
無
い　
　
　

佐
野
原　

竹
田
正
子

人
位　

邪
気
の
な
い
認
知
笑
顔
に
癒
さ
れ
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山
陽
子

地
位　

笑
顔
に
も
死
線
を
越
え
た
過
去
が
あ
る　
　
　

十　

王　

川
部
隆
雄

天
位　

ブ
ス
だ
け
ど
耐
え
ぬ
笑
顔
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ　

浅　

立　

高
橋
と
み

軸　

子
の
笑
顔
と
が
っ
た
空
気
丸
く
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子　

次
回　

「
故
郷
」
四
月
末
ま
で
。　

「
信
」
五
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�

町
報
川
柳　
　

「　

笑
顔　

」　　

新
野
三
拍
子　

選

あらと保育園

建設水道課からのお知らせ
　　水道メーターの検針について
　冬期間休止していた水道メーター検針業務を５月１
日から再開いたします
　メーター検針を円滑に行うため、次のことにご協力
ください。
〇メーターボックスの上や周りに物を置かないでくだ
　さい。
〇メーターボックス周辺に犬を繋がないでください。

 　　上下水道料金の冬期精算について

　１月請求分から４月請求分は、12 月の検針水量によ
り算出した金額（推定料金）で納めていただいており
ますので、５月の検針値（５月請求分）で精算させて
いただきます。※状況により６月以降分で精算させて
いただく場合があります。
　なお、精算の結果、過納金が生じた場合（料金を多
く頂いていた場合）は、当月もしくは次月以降の料金
に充当させていただきますので、予めご了承ください。

　　水道の開栓・閉栓業務について　　　　　

　平成 20 年度より、水道の開栓・閉栓業務を白鷹町水
道工事組合に委託しています。
　なお、受付については従来どおり役場建設水道課水
道係で行っています。
〇受付時間　午前８時 30 分～午後５時まで
　　　　　　（土日祝日、役場閉庁日を除く）
〇手数料　開栓１０００円
　　　　　閉栓１０００円
〇委託先　白鷹町水道工事組合
　　　◆長谷川建設㈱　◆須貝設備工業㈱
　　　◆㈱佐藤燃料店　◆㈱西塚管工事店
[ お願い ]
※事情により、ご連絡頂いた日、当日中の対応ができ
　ない場合もありますので、開栓（閉栓）予定の２～
　３日前までにお申し込みください。
※開栓（閉栓）の際は、現場立会いにご協力ください。
■問い合わせ　建設水道課水道係（85 － 6137）

　子どもたちの喜びは、お父さんお母さんの感動です。お父さんお母さ

んの嬉々はそのまま、子どもたちの嬉々となります。

○子どもたちの俳句

　　「発表会　ママのごほうび　ギューと抱っこ」

　　「発表会　すてきなドレス　ママ泣いた」

　　「運動会　パパの感想　感動した

　５・７・５のリズムに載って、子どもたちの喜びが伝わってきます。
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「子育てタクシー」

　

町
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
の
か
た
が
た
や
企
業
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
線

沿
い
）
の
里
親
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、

企
業
及
び
従
業
員
団
体
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
活
動

の
主
体
に
な
る
場
合
は
、
責
任
者

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
区
域
内
の
除
草
、
樹
木
の

管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど

●
活
動
回
数　

年
間
３
回
以
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
建

設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
募
集
締
切　

４
月
22
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

平
成
23
年
度

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
里
親

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す

平
成
22
年
度
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
里
親
活
動

　

平
成
22
年
度
は
左
記
の
８
団
体

１
８
６
人
の
皆
さ
ん
に
、
除
草
、

樹
木
管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
白
鷹
町
を

訪
れ
る
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
内
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

・
町
下
花
街
道
奉
仕
会

・
路
傍
花
の
会

・
衣
袋
建
設
株
㈱
ほ
か
五
風
会

・
㈱
髙
橋
組

・
㈱
菅
原
組

・
東
陽
ロ
ー
ド
小
山
沢

・
㈱
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
労
働
組
合

・
町
職
員
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

使ってみませんか？
■子育てタクシーとは…？

　保育園や学校、塾などに迎えに行けないとき、保護者の代わりに迎えに行ったり、緊急時の夜間救急病院へ
の送迎、荷物の多い乳幼児を連れた外出のサポートなどを行うタクシーのサービスです。
※『子育てタクシー』の名称及び標章は「全国子育てタクシー協会」の登録商標です。

■こんな時、お役にたちます

・子ども連れの買物は荷物が多くて…
・首が据わっていない子どもと健診…

　カンガルーコース（保護者と一緒に）
　玄関先まで荷物を運搬

・急な残業などで子どもを保育園や塾へ迎えに行けない。
　ひよこコース（子ども一人で）
　指定の場所に安全に確実に送迎

・夜中に急に熱が出た。
　ふくろうコース（夜中の移動など）
　夜間救急病院や当番医へご案内

・あっ！陣痛。運転どうしよう。
・自分がケガ。子どもと病院に行かなきゃ！

　その他のサービス（いろいろ…）
　さまざまな場面でサポート

▼利用料金　　タクシーの通常料金と同じです（割増料金などはかかりません）。
▼利用方法　　タクシー会社に事前登録が必要です。各タクシー会社にお問い合わせください。
　　　　　　　子どもさん一人での乗車（ひよこコース）は原則として３歳以上となります。
　　　　　　　（保護者と一緒の場合は０歳から乗車できます。）
▼その他　　　詳細については、各タクシー会社にお問い合わせください。
※『子育てタクシー』を運転するドライバーは全国子育てタクシー協会が定める講習を受けています。

【置賜地域で利用可能なタクシー会社】
　　㈱朝日観光タクシー　（白鷹町）　☎85－2028
　　㈱中央タクシー　　　（長井市）　☎84－2157
　　㈲みどりタクシー　　（川西町）　☎0238－42－3244
　　㈱吾妻観光タクシー　（米沢市）　☎0238－22－1317
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年
�
�
�
�
�
元
気
�
生
活
�

�
�
�
家
族
�
�
来
客
�
伝
言
�

忘
�
�
�
�
鍋
�
�
�
焦
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
思
�

言
動
�
増
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　　

あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
物
忘
れ
を
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
『
認
知
症
』

に
よ
る
物
忘
れ
と
で
は
、
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

生
活
に
支
障
が
出
や
す
い

﹃
認
知
症
﹄
に
よ
る
物
忘
れ

　

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
、
ス
ー

パ
ー
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
相
手
の

名
前
が
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
、

出
か
け
た
先
で
家
に
財
布
を
忘
れ

た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
な
ど
、
物

事
の
一
部
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
後
で

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
、『
認
知
症
』
に

よ
る
物
忘
れ
は
、
そ
の
人
の
性
格

が
変
わ
っ
て
き
た
り
、
不
自
然
な

行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
そ
の
人
の
生
活
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
、『
認
知
症
』
に
よ
る
物

忘
れ
は
、
専
門
医
の
治
療
や
服
薬

で
症
状
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
早
い
う
ち

に
気
づ
き
、
早
い
う
ち
に
受
診
し

治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

以
前
と
変
わ
っ
て
左
記
の
よ
う

な
言
動
が
増
え
て
き
た
場
合
は
、

精
神
科
や
物
忘
れ
外
来
な
ど
の
専

門
医
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
受
診
の
こ
と
で
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
6
回
開
催

予
定
の
『
物
忘
れ
相
談
』
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

大
切
�
家
族
に
認
知
症
の
症

状
が
見
�
�
た
�

�
専
門
医
の
受
診
�「
物
忘

　

�
相
談
」
へ
�

認知症チェックリスト
　これらのことに、あてはまることはありませんか？ 
○ささいなことで怒りっぽくなり、家族や親しい

　人の言葉を悪く受けとってしまう。

○自分の失敗を認めず、人のせいにするようにな

　った。

○自宅に居ても「家に帰る」と言ったり、夜中に

　食事を摂ろうとしたりするなど、時間や場所が

　わからなくなる。

○冷蔵庫に入れるものを食器棚にしまったり、料

　理の手順がわからなくなったり、運転ミスが多

　くなるなど、判断力・推理力が低下する。

○趣味だった庭仕事や料理などをしなくなったり、

　楽しみに見ていたテレビ番組に興味を示さなく

　なるなど、意欲がなくなり無気力になる。

認知症の人と家族の会定例会
　▼いつ　４月27日（水）午後１時30分～
　▼どこで　健康福祉センター
　■問い合わせ　町地域包括支援センター

　（☎86－0112）
　

町
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
余
白
を
上
手
に
利
用
し
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
期

間
・
期
日
、
町
名
な
ど
が
分
か
り

や
す
い
位
置
に
印
刷
さ
れ
る
よ
う

工
夫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
外
者
は
、
白
鷹
を

「
ハ
ク
タ
カ
」
と
読
む
人
の
方
が

多
い
よ
う
な
の
で
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
付
け
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
９
年

間
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
新
鮮
味
を
加

え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
工
夫
・

　

新
鮮
味
を
！

　

高
橋
邦
男
さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

Ａ
回
答（
産
業
振
興
課
観
光
交
流
係
）

■
広
報
直
通
便
へ
の
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
情
報
係

（
☎
85

－

６
１
２
１
）

広
報
直
通
便

　

高
橋
様
に
は
、
白
鷹
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
以
来
９
年
の
長

き
に
渡
り
、
首
都
圏
と
町
内
産
業

と
の
受
注
拡
大
な
ど
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

　

総
合
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
13
年
に
構
想

し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
を
推
進

す
る
た
め
作
成
し
、
部
分
的
な
修

正
を
行
い
な
が
ら
使
用
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
初
版
作
成
か
ら
か
な

り
の
年
月
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
度
事
業
と
し
て
白
鷹
町

観
光
協
会
に
委
託
し
、
新
た
な
ポ

ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

先
の
地
震
で
編
集
業
者
が
被
災
し
、

校
正
・
印
刷
の
作
業
に
遅
延
を
来

た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

新
た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

点
に
十
分
配
慮
し
、
全
国
の
か
た

に
﹁
し
ら
た
か
﹂
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
も
の
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。
貴
重
な
ご
提
案
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご
勇
退
後
も
、
引
続
き
首
都
圏

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
目
線
か
ら
の

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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催　し

第
25
回
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り

　

今
年
も
最
上
川
に
約
２
０
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
始
め
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
　
　

～
５
月
５
日
（
木
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園

▼
内
容

・
イ
ベ
ン
ト
は
５
月
３
日
～
５
日

　

ま
で
の
３
日
間
で
す
。

○
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会　

午
前
11
時

○
山
菜
汁
無
料
提
供　

昼
12
時

（
先
着
２
０
０
人
）

○
魚
の
つ
か
み
ど
り　

午
後
３
時

■
問
い
合
わ
せ

あ
ゆ
茶
屋
（
☎
85

－

５
５
７
７
）

おしらせ

移
動
年
金
相
談
の
ご
案
内

▼
い
つ　

４
月
27
日
（
水
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
一
・

二
研
修
室

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ロ
ビ
ー
の
案
内
板
で

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
時
間
（
受
付
時
間
）

　

午
前
10
時
～

（
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

午
後
１
時
～

（
午
後
１
時
～
１
時
30
分
）

▼
内
容　

年
金
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
で
は
、

４
月
中
に
新
し
い
電
話
帳
（
平
成

23
年
５
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
・

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
現
在

お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電

話
帳
配
達
時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
在
な
ど
で
配
達
員
に

古
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
後
日
回
収

に
伺
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
／
☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９
）

つ
ぶ
て
石
上
流
の
菜
の
花
畑

が
見
ご
ろ
で
す

　

「
黒
滝
展
望
公
園
・
下
山
ロ
マ

ン
街
道
の
会
」
が
作
付
し
た
国
道

２
８
７
号
線
沿
い
つ
ぶ
て
石
上
流

付
近
の
菜
の
花
畑
は
４
月
末
が
見

ご
ろ
で
す
。
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
最
上
川
上
流
を
一

面
に
見
渡
せ
る
黒
滝
展
望
公
園
と

フ
ッ
ト
パ
ス
を
散
策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
下
山
ロ
マ
ン
街
道
の
会
（
通
称

…
黒
滝
ロ
マ
ン
の
会
会
長　

和
栗

日
出
男
）

あ
ゆ
み
の
園
発「
地
域
交
流
会
」

　

元
山
形
大
学
学
長
を
講
師
に
招

い
て
「
地
域
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
利
用
者
ご
家
族
・
福
祉
関

係
者
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
か
た
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
み
の
園　

１
階

リ
ハ
ビ
リ
室

▼
テ
ー
マ　

「
今
、
こ
の
大
震
災

に
遭
遇
し
て
～
草
木
塔
の
心
か
ら

学
ぶ
こ
と
～
」

▼
講
師　

仙
道
富
士
郎　

氏
（
元

山
形
大
学
学
長
、
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団
法
人
聰
明
会

（
☎
85

－

５
６
７
８
）

た
き
火
・
野
火
・
山
火
事
に
注
意

全
国
統
一
標
語

「
そ
の
油
断　

緑
の
森
を

　

火
の
海
に
」 

●
運
動
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
５
月
31
日
（
火
）

●
予
防
運
動
集
中
期
間 

　
　
　

４
月
９
日
（
土
）

　
　

～
５
月
８
日
（
日
）

●
啓
発
事
項

ア　

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が

　

起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た

　

き
火
を
し
な
い
こ
と
。 

イ　

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中

　

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後

　

は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。 

ウ　

強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

　

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ

　

と
。 

エ　

火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を

　

必
ず
受
け
る
こ
と
。 

オ　

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

　

所
で
喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消

　

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い

　

こ
と
。 

カ　

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
免
状
を
お
持
ち
の
か
た
へ

　

消
防
法
令
で
は
、
当
該
免
状
に

貼
付
さ
れ
る
写
真
は
10
年
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
写
真
の
書
き
換
え
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
速

や
か
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
４
月
24
日
（
日
）
は
、
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
…
午
前
７
時
～
午
後
８
時（
黒
鴨
・
針
生
投
票
区
は
午
後
７
時
ま
で
）



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

3 月  7 日 御祝 10,000　 丹野秀樹氏、 黒澤利宏氏の受賞を祝う会

3 月  8 日 御祝 3,000　 白鷹地区生産組合代表者会議

3 月 25 日 御祝 23,760　 高田川部屋激励品として （つや姫）

3 月 30 日 御祝 10,000　 職員結婚祝

計 46,760　 

　　 広報しらたか　2011.4.12 　　 広報しらたか　2011.4.12●2�　　 広報しらたか　2011.4.12 　　 広報しらたか　2011.4.12

募　集

河
川
の
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

地
域
共
有
の
公
共
財
産
で
あ
る

河
川
を
身
近
で
良
好
な
も
の
に
し
、

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
形
成
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
団
体　

河
川
の
清
掃
や
植

栽
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
町
内
会
、
地

域
団
体
、
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど

▼
対
象
区
間　

県
管
理
河
川
・
砂

利　

概
ね
２
０
０
㍍
以
上

▼
申
込
方
法　

置
賜
総
合
支
庁

（
西
庁
舎
）
に
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
申
込
書
を
町
建
設
水
道
課

に
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

４
月
28
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

建
設
部
西
置
賜
河
川
砂
防
課
（
☎

88

－

８
２
３
２
）

平
成
23
年
度「
県
立
農
業
大
学

校
園
芸
教
室
」受
講
生
募
集

　

基
礎
的
な
園
芸
の
知
識
と
農
作

業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
い
つ　

５
月
10
日
（
火
）
か
ら

４
回
（
1
回
２
時
間
）

▼
ど
こ
で　

県
立
農
業
大
学
校

「
緑
風
館
」

▼
募
集
人
数　

野
菜
コ
ー
ス
・
花

き
コ
ー
ス
（
各
30
人
）

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　

抽
選
で
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
26
日
（
火
）

平成23年度文書配付計画

※文書配付は、毎月12日、22日としますが、その日

及び翌日が休日などの場合は、その前後に配付しま

す。

【臨時配付の予定】

●平成24年２月１日（水）…町県民税申告相談関係書

　類の配付

※任期満了以外による選挙が執行される場合、選挙

　公報など臨時に配付をお願いする場合があります。

■文書配付に関する問い合わせ

　総務課総務係（☎85－6120）

月 日
平成23年 ４月 12日（火） 21日（木）

５月 12日（木） 23日（月）

６月 13日（月） 22日（水）

７月 12日（火） 21日（木）

８月 11日（木） 22日（月）

９月 12日（月） 21日（水）

10月 12日（水） 24日（月）

11月 14日（月） 24日（木）

12月 12日（月） 21日（水）

平成24年 １月 12日（木） 23日（月）

２月 13日（月） 22日（水）

３月 12日（月） 22日（水）

３月の町長交際費
　平成23年３月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

「
東
北
関
東
大
震
災
義
援
金
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
災
害
義
援
金
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及

び
住
民
税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人

税
の
全
額
損
金
算
入
）
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

９
月
30
日
（
金
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局
／
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
86

－

０
１
１
１
）

必
着

▼
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
希
望
コ
ー
ス
を
明
記

の
う
え
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
託
児
サ
ー
ビ
ス
」
も
準
備
し

　

て
い
ま
す
。（
要
申
込
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

立
農
業
大
学
校
研
修
部
（
☎
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

Ｅ
メ
ー
ル　

kenshu@
ynodai.

ac.jp 

）

●
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
期
間
…
４
月
20
日（
水
）～
23
日（
土
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時　

場
所
…
中
央
公
民
館
文
化
実
習
室



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
箕和田　小　口　こ　と　79
横田尻　小　林　庄　助　91
滝　野　今　野　俊　幸　52
浅　立　髙　橋　き　り　91
荒砥甲　樋　口　イ　サ　81
浅　立　梅　津　仁　助　82
山　口　大　滝　仁兵衛　86
高　玉　横　澤　富　男　76
十　王　小　關　と　め　103
畔　藤　大　木　一　雄　80
鮎　貝　土　屋　ふ　み　82
広　野　竹　田　敏　和　52
広　野　新　野　フサヨ　84
畔　藤　　　原　朝　雄　92
鮎　貝　長谷部　彦　助　82

【3月 1日～3月31日届出】
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中
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�
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花
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�
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�
列
車
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�
中
止
�
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一
�
�
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�
自
粛
�
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�
飲
食
店
�

�
�
大
�
�
打
撃
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�
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今
後
�
町
内
産
業
全
体

�
心
配
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�
�
�
�
次
災
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�
表
現
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�
分
�
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東
北
�

日
本
�
復
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�
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私
�
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�
本
当
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�
何
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�
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�
考
�
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�
�
�
�
�
�

�
�
思
�
�
�
�

�
今
後
宮
城
県
�
�
�
避
難
者
�
受

�
入
�
�
予
想
�
�
�
�
�
町
民
�

�
�
�
�
温
�
�
支
援
�
手
�
�
願

�
�
�
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�
�
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�

�
�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

萩　野 髙橋 英　一 ちはる
和　子

十　王 長谷川 宏　季 蓮
はず

　季
き

仁　美

高　玉 菅原
岬 陸

りく

梓

鮎　貝 鈴木
光 悠

ゆう

ちひろ

畔　藤 佐藤
良　一

愛
ま

　奈
な

千　春

十　王 海老名
祐　介 悠

ゆう

　太
た

沙　織

山　口 田口
美　貴 凜

りん

明　子

十　王 髙山
佳　繁 澄

きよ

　空
ら

悦　子

高　岡 安部
雅　晃 晃

ひかる

理香子

中　山 土屋
功　司 菜

な

の葉
は

明　美

荒砥乙 奥山
正　和 新

あらた

あゆみ
N

o.1062
2011-4

-12

　　氏　　　名　　　  住所

（菅　原　　豊　　　荒砥乙
羽　田　由　香　　深　山

（平　吹　晃　樹　　浅　立
三　浦　静　香　　尾花沢市

（鈴　木　信　也　　鮎　貝
原　田　聡　美　　寒河江市

（佐　藤　正　二　　荒砥乙
三　浦　一　美　　荒砥乙

（金　田　義　信　　高　玉
樋　口　美　幸　　深　山

（樋　口　茂　樹　　高　玉
千　葉　　幸　　　東根市

（安　部　　忍　　　長井市
小　林　智　美　　畔　藤

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

サークルすみれ　（代表　長谷部美根子　さん）

◆
結
成
は
？

�
平
成
19
年
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
鮎
貝
地
区
�
中
心
�
�
�
人
�

活
動
�
�
�
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
鮎
貝
地
区
公
民
館
事
業
�
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
教
室
�
�

�
�
�
�
�
�
�
後
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
活
動
�
開
始
�
�
�

�
�

◆
ど
ん
な
活
動
で
す
か
？

�
�
互
�
�
教
�
合
�
�
�
�
本

�
�
�
見
�
�
小
物
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
作
品
�
作
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
漬
物
�
�
菓
子
�
�
�

持
�
寄
�
�
�
世
間
話
�
�
�
�

�
楽
�
�
和
気
�
�
�
�
�
活
動

�
�
�
�
�
�

◆
い
つ
活
動
し
て
い
る
の
？

�
毎
月
第
�
�
�
火
曜
日
�
午
前

中
�
鮎
貝
地
区
公
民
館
�
作
品
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
楽
し
い
と
こ
ろ
・
魅
力
は
？

�
作
品
�
通
�
�
�
上
達
�
�
�

�
目
�
見
�
分
�
�
�
�
�
�
�

交
流
�
通
�
�
仲
間
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
得
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
�
付
�

�
手
�
動
�
�
�
�
�
�
�
�
�

感
�
�
�
�

�
連
絡
先�

長
谷
部

�
☎
85

�

�
�
�
�
�
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みんなで楽しく作品づくり


